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午前９時３０分開会 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日はご苦労さまでございます。 

 ただいまから、平成３０年和束町議会第１回定例会を開会いたします。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 皆さん、おはようございます。 

 和束町の第１回定例議会を招集させていただきましたところ、議員の皆さん方には

何かとお忙しい中、全員の議員の皆さん方のご出席をいただきました。ありがとうご

ざいます。 

 また、日ごろは和束町の行政に種々ご理解・ご協力を賜っておりますことをこの場

をかりまして重ねてお礼を申し上げさせていただきます。 

 今回の定例議会は、ご案内のとおり、平成３０年度の各会計の予算、そして本年度

の補正予算、そして一部条例の改正、さらには３月で任期が切れます副町長の再任の

人事案件、同意をいただく案件ですね、そういった等を提案させていただくことにな

っております。 

 どうか慎重な審議をいただきまして、全議案ご承認をいただきたいと思います。 

 なお、今回、提案理由の趣旨を説明させていただくときに３０年度の施政方針を述

べさせていただきたいと思いますので、重ねてお願いいたします。 

 本日はどうもご苦労さまでございます。 

 ありがとうございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 



― 5 ― 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、６番、岡本正意議員、７番、

畑 武志議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から３月２８日までの２１日間としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、今期定例会の会期は、本日から３月２８日までの２１日間と決定いた

しました。 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 議長より報告いたします。 

 監査委員より、平成２９年度第９回、第１０回の出納検査の結果報告がありました

ので、結果報告の閲覧を希望される議員は事務局にてごらんください。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第４、閉会中の委員会調査報告及び一部事務組合議会等の報告を求めます。 

 初めに、総務厚生常任委員長、竹内きみ代議員。 

○総務厚生常任委員長（竹内きみ代君） 

 おはようございます。 

 それでは、総務厚生常任委員会報告をいたします。 

 本委員会は、２月２７日に町長、副町長、関係課長、課長補佐の出席を求め、平成

２９度の事務事業の進捗状況と平成３０年度の予算概要について調査を行いました。 

 初めに町長から、「平成３０年度予算は、国・府の流れをうまく取り入れながら編

成した予算となっている。犬打峠トンネル化を見据えての地域づくりや安心安全の観

点から道路を含めた基盤整備をどう進めるか、相楽東部連合議会の方で議論される小
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中学校の給食費、修学旅行費を無料化の方向で進めている。また、基幹産業のお茶を

含め、地域が活性化し将来維持される人口増につながるまちづくりを進める上で非常

に重要な時期を・迎えている。一致団結して頑張っていきたい」と挨拶されました。 

 次に、平成２９年度予算の執行状況の概要説明があり、歳入予算の総額３２億５,

６３６万円に対して２月１４日現在で２２億８,４５４万円の収入で、収納率は約７

０％。 

 歳出では１９億９,２２８万円で約６１％の執行率でした。 

 また、繰越事業では、歳入１億７,３９２万円に対し１億４,４５６万円の収入で、

収納率は約８３％、歳出は１億５,０９０万円で約８６％の執行率でした。 

 これを各課別に見ますと、総務課では、２９年１０月に開始した地域で支える公共

システム事業である笠置町・和束町・南山城村を結ぶ広域バスの運行事業に２月１４

日現在で延べ５６７名の方が利用された。 

 同じく、新規事業である町内各区に設置の防犯灯のＬＥＤ化工事補助に１２区、２

５１万円執行した。 

 消防費からは東分団第１部の原山区に小型動力ポンプつき積載軽消防自動車を納車

したとのことでした。 

 地域力推進課では、移住動画作成事業として町内への移住促進動画の作成について

１月にプロポーザルにより大阪のテレビ制作会社に決定し、既に移住動画も撮影され、

時間は５分と１分バージョンになっている。 

 また、宿泊型周遊ツアー等実施事業として農家民宿を登録していただき、スマート

フォンから宿泊予約ができるシステム制度を実施した。茶源郷グルメ商店街事業とし

て過疎対策交付金を活用し、１２月に商品開発で募集をし、１４店舗に交付決定をし

た。新しく商品開発したものも含めてマップを作成する。 

 また、閑散期である冬季に「茶源郷和束」に絡めたイベントを実施し、集客の拡大

と観光消費額の増加を図るため、３月２４日に商工会が主体となって食のイベントが
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離されます。 

 税住民課では、国民健康保険の保険給付費一般被保険者療養給付負担金の被保険者

数は１,５０８名、世帯数８０５世帯。人間ドック受診者数は予定も含め１４７名、

特定健診受診者数３２８名で、人間ドックを含む受診率は３９.９％で、２７年度以

降徐々にアップしてきていると報告がありました。 

 福祉課では、茶源郷健康ポイント事業について、今年度から申請方法が変更してお

り、２月１４日現在で１０５名の申請者がある。 

 介護保険の居宅介護サービス給付事業として、在宅サービスに係る費用が昨年度と

比較し２６.９％の高い伸びとなっている。 

 地域支援事業として２９年度から始まった総合事業に係る介護予防ヘルパーサービ

スに２３名、ディサービスに１５名利用されました。 

 診療所では、診察室の内装工事や玄関等の修繕、全自動身長体重計や電動ベッド２

台を購入されました。 

 これらの説明に対し各委員からは、「１月末で地域おこし協力隊が１名退職された。

その後の対応は」、「星野リゾートとの協定締結後の進捗は」、「空き家バンクの登

録の掘り起こし」などについて質問されました。 

 次に、平成３０年度の一般会計及び特別会計の主要事業などの調査を行いました。 

 平成３０年度の一般会計予算の総額は３０億８,２００万円、対前年比６,２５０万

円で、２.１８％の減額となっています。 

 特別会計は、６特別会計合計で１９億６,８３５万円、昨年に比べて１億８,８８１

万円、８.８％の減額となりました。 

 一般会計では、昨年度に引き続き交流人口の拡大を目指し、地方創生推進交付金を

活用した事業の実施、防災の関係で地域防災計画の見直しや災害時におけるトイレ機

能を確保するため、避難所である和束小学校にマンホールトイレ設置のための設計業

務を委託、釜塚地内に防火水槽を設置。 
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 特別会計では、国民健康保険特別会計については、国保一元化新制度への移行に伴

う減、簡易水道特別会計は事業費の減が主なものでした。 

 当初予算については、予算特別委員会で審査することから質疑はほとんど行わず、

概要の説明を受けるにとどめました。 

 午後からの現地調査では、３月１日より開設された体験交流センター２階に設置さ

れた「和束スマートワークオフィス」を調査し、担当者から施設や事業の内容につい

て説明を受けました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 続きまして、産業常任委員長、吉田哲也議員。 

○産業常任委員会委員長（吉田哲也君） 

 それでは、私のほうから産業常任委員会報告をいたします。 

 本委員会は、２月２８日に、町長、副町長、関係課長、課長補佐の出席を求め、各

課における平成２９年度の事業の進捗状況や平成３０年度の予算の概要などについて

事務調査を行いました。 

 初めに、堀町長から、３０年度当初予算については、「国においてもいろいろと動

きがある。国と府と連動しながらの予算計上をしている。犬打峠トンネル化が実現す

るとまちづくりが大きく変わってくる。また、宇治茶の主産地であることも、これか

らのまちづくりの根幹になってくる。農業振興をしながら、なりわい景観を守ってい

くことが大きく求められ、星野リゾートと京都府と協定を結んだことも大きな流れと

なっていく。東部クリーンセンター焼却場の問題なども節目を迎え、大事な時期であ

ると感じている」と挨拶されました。 

 その後、各課の事業進捗状況について報告があり、初めに奥田副町長から、２月１

４日現在での一般会計全体と繰越事業の執行状況が説明され、歳入においてはそれぞ

れ７０％と８３％、歳出においては６１％と８６％の執行率であるとの説明を受けま
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した。 

 続いて、農村振興課及び建設事業課から主な事業の進捗状況が報告され、農村振興

課では、和束運動公園駐車場等周辺整備事業として一部臨時的に駐車場を整備した。

最終的に、水路・側溝の整備と残りの駐車場整備を現在進めていますが、３０年度の

繰越事業としてお願いしたい。 

 多面的機能支払い事業として、水路・農道の維持を図るために１２団体に補助金を

支給した。 

 また、和束茶を生かした新産業創出事業委託として、この事業は活性化センターに

委託し、ハーブなどを使って和束茶をアピールできる事業に取り組まれた。 

 森林税を活用し、豊かな森を育てる府民税交付金事業では、保育園の木製人どめの

柵や住民ホールへの木製テーブル、丸椅子の設置、出生・結婚記念品として木製品を

配付された。 

 建設事業課では、お茶の京都関連事業として、茶いくるラインの整備の現在、路側

帯の整備を行っている。３月末の完成を予定している。 

 門前橋整備事業については、現在、脱去工事を行っている。 

 災害復旧事業について、執行部は応急措置等で行った廃土・水路等の整備である。

現在、現場調査も終わり、工事についても随時発注し、早急な完成に向けて努力をし

ていくが、３０年度への繰り越し事業としてお願いしたいとのことでした。 

 説明の後、質疑に入り、「農地利用最適化推進委員は現在何人いるのか、今後の対

応は」、「昨年度から聞いている門前地内の河川への土砂や材木の流入の件について

現在の状況はどうか」、「また、災害復旧工事の今後の進捗」などについて質問され

ました。 

 次に、平成３０年度の一般会計及び特別会計の主要事業などの調査を行い、予算の

概要説明の後、各委員から質疑があり、農村振興課関係では新規事業として地方創生

事業である和束町茶業のリノベーション創造事業の内容について、建設事業課関係で
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は現在休止し、３０年度より再開される地籍調査事業の内容について、社会資本整備

総合交付金事業である道路路面の舗装維持管理工事についてそれぞれ質問されました。 

 また、この日、白栖地内に設置されている猿捕獲の大型おりの現地調査を行いまし

た。この事業につきましても年度途中より捕獲の手法を変更され、３０年度に繰り越

しされる予定です。 

 以上、報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 続いて、一部事務組合議会の報告を求めます。 

 初めに、相楽郡広域事務組合議会、小西 啓議員。 

○相楽郡広域事務組合議会（小西 啓君） 

 平成３０年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会が去る２月１９日、大谷処理場会

議室において開催されましたので、報告いたします。 

 初めに、代表理事から、組合の主な取り組みについて次の５項目の報告がありまし

た。 

 １点目として、し尿処理業務では、平成２９年１２月末現在の搬入量は、し尿は前

年比６.５％の減少、浄化槽汚泥は前年比２.１％増加しており、全体で１.５％の減

となっており、今後も減少していくことが予想される。 

 ２点目として、相楽消費生活センターでは、平成２９年１２月末現在での相談件数

は４２６件、１日平均２.３件、前年度比７件、１.６％の減少となった。 

 年代別に見ると７０歳代以上が１０６件と最も多く、次いで６０歳代で８０件、６

０歳代以上の割合で４４％を占めており、高齢者を狙った悪質商法による消費者トラ

ブルの相談が数多く寄せられている。 

 ３点目として、相楽休日応急診療所では、平成２９年１２月末現在での受診者数は

５５６人で、１日当たりの受診者数は平均１０.７人であった。 

 年末年始の受診者数は、１２月上旬からインフルエンザが流行したことを受け、昨
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年度より増加、６日間で２４７人、１日当たり平均４１人が受診され、昨年度の平均

１８人を大きく上回った。 

 ４点目として、相楽会館では貸し室は大ホールのみで、平成２９年１２月末現在の

実績は２２件、２,３１４人の利用であった。 

 ５点目として、ふるさと市町村圏振興事業では平成３０年度を初年度とし、平成３

４年度を目標年度とした「第３次相楽地区ふるさと市町村圏計画」を平成３０年１月

に策定した。 

 続いて、議案第１号、相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について、平成２９年８月８日に人事院勧告がなされ、同年１２月８日に給与

法改正案が成立したことを受け、本組合職員の給与は国家公務員に準拠していること

から、国と同様に本給及び勤勉手当を改定する必要があるため、所要の改正を行うも

のです。 

 全員賛成で可決されました。 

 議案第２号、平成２９年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第１号）につい

て、平成２９年度一般会計予算から歳入歳出それぞれ９１９万５,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億４,６８０万５,０００円とするものです。 

 次に、議案第３号、平成２９年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計補正

予算（第１号）について、平成２９年度特別会計予算から歳入歳出それぞれ５１万７ ,

０００円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１,７５６万７,０００円とするも

のです。 

 全員賛成で可決されました。 

 続いて、議案第４号、平成３０年度相楽郡広域事務組合一般会計予算について、平

成３０年度一般会計の予算総額を３億５００万円と定めるものです。 

 全員賛成で可決されました。 

 続いて、議案第５号、平成３０年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計予
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算について、平成３０年度特別会計の予算総額を２,０９０万円と定めるものです。 

 全員賛成で可決されました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（岡田 勇君） 

 続きまして、相楽中部消防組合議会、井上武津男議員。 

○相楽中部消防組合議会（井上武津男君） 

 それでは、私のほうから、相楽中部消防組合議会報告を行います。 

 平成３０年第１回相楽中部消防組合議会定例会が２月１９日午前１０時から消防本

部庁舎で開催されました。 

 初めに、河井管理者から、住宅用火災警報器設置について、設置推進に取り組み、

管内の設置率は７４％となっている。次に、現在３２名の救急救命士が在職しており、

本年も職員２名が救急救命士資格取得のため研修を受け、３月１１日の国家試験に向

けて頑張っている。また、消防職員の採用では、平成３０年４月１日付で８名の採用

予定である。さらに、災害活動の車両・資機材の更新、複雑多様化する災害に備えて

高度な資機材の導入、装備の整備においても計画的に行いたい」との報告がありまし

た。 

 議案第１号、相楽中部消防組合職員の給与に関する条例一部改正の件は、人事院勧

告により法律で改正されるもので、賛成全員で原案どおり可決。 

 議案第２号、相楽中部消防組合手数料条例一部改正の件は、手数料条例において、

手数料額の見直しのため手数料条例の一部を改正するもので、賛成全員で原案どおり

可決。 

 議案第３号、平成３０年度相楽中部消防組合一般会計予算の件。 

 平成３０年度歳入歳出予算は１４億２,７２０万円で、前年度比９６０万円の増額。 

 主な事業は、加茂消防車の更新、Ｊアラート新型受信機関連整備事業、女性職員採

用に伴い、消防本部署救急訓練室改修事業及び加茂出張所庁舎耐震診断の予定をして
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いる。 

 財源としては、国庫補助金、京都府補助金、組合債で行う。 

 採決は、賛成全員で原案どおり可決。 

 議案第４号、平成２９年度相楽中部消防組合一般会計補正予算（第２号）の件は、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ６１８万９,０００円増額し、歳入歳出それぞれ１４

億４,０８９万４,０００円とした。 

 内訳は、歳出では、人事院勧告に伴い、給料、職員手当等及び共済費の増額、また

歳入では分担金の増額としている。 

 採決は、賛成全員で原案どおり可決。 

 各議案に対しては、委員より活発な質疑・応答があり、この日の全ての日程を終了

いたしました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 続きまして、山城病院組合議会、畑 武志議員。 

○山城病院組合議会（畑 武志君） 

 それでは、山城病院組合議会報告を行います。 

 平成３０年第１回国民健康保険山城病院組合議会は、去る２月８日、京都山城総合

医療センター会議室で開催されました。 

 初めに、河井管理者より、諸般の報告と議案の説明がありました。 

 諸般の報告では、地域医療支援病院について。 

 平成２９年１１月３０日付で京都府知事より承認を受けることができた。 

 また、平成２９年１２月３日、「地域への想いで 未来へはばたく」と題した承認

事業を実施・開催し、約１２０名の地域の住民の方にご参加をいただいた。 

 山城南災害医療連携訓練について。 

 平成２９年１２月１６日、大地震の発生を想定した訓練を実施した。山城南保健所、
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京都府医療課、山城広域振興局、山城南医療圏内各市町村、消防、警察、医師会等約

８０名の方々に参加をいただき、災害発生における初動対応に係る連携の強化を図っ

た。 

 続いて、議案については６件の説明がございました。 

 引き続き、一般質問に入り、一般質問では、最初に木津川市の高岡伸行議員、和束

町の私、畑でございます。木津川市の西山幸千子議員、木津川市の炭本範子議員の４

議員より６つの質問がありました。 

 第１号議案では、国民健康保険山城病院組合の給与に関する条例の一部を改正する

条例についてでございます。 

 平成２９年人事院勧告を受けて条例の一部を改正するもので、全員賛成で可決され

ました。 

 第２号議案では、京都山城総合医療センター使用料徴収条例の一部を改正する条例

についてでございます。 

 試行的に取り組みを開始していた訪問看護事業について、平成３０年４月１日より

本格実施することに当たり、その訪問に係る交通費の料金を新たに定めるもので、賛

成者多数で可決されました。 

 第３号議案では、国民健康保険山城病院組合組織条例の一部を改正する条例につい

てで、中身につきましては、業務の関連性の観点から組織を総合し、効率を図るもの

で、全員賛成で可決されました。 

 第４号議案では、平成２９年度国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会

計補正予算（第２号）についてで、当初予算の見込みより入所者を増とすることから、

療養収益２,２８７万円増額しようとするものでございます。 

 賛成者全員で可決されました。 

 第５号議案では、平成３０年度国民健康保険山城病院組合病院事業会計予算につい

てでございます。 
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 内容につきましては、地域医療支援病院の名称承認を受けたことから、来年度は診

療体制の充実を図りながら、より一層、病院機能の強化、地域医療連携の強化に取り

組むことであり、積極的な患者数の増加対策を講じるとともに、費用についてもコス

ト削減に取り組んだ予算編成でございました。 

 予算規模につきましては、収益的収支では７４億９,８２６万１,０００円、資本的

収支では３億８,３７９万４,０００円で、これにつきましても賛成全員で可決されま

した。 

 第６号議案では、平成３０年度国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会

計予算についてでございます。 

 内容につきましては、平成２９年度入所者実績等を勘案しての予算編成となり、予

算規模は、収益的収支では５億３,３７９万３,０００円、資本的収支では６,１８１

万円で、賛成者全員で可決されました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 続いて、広域連合議会の報告を求めます。 

 相楽東部広域連合議会、岡田泰正議員。 

○相楽東部広域連合議会（岡田泰正君） 

 おはようございます。 

 相楽東部広域連合議会の報告をいたします。 

 平成３０年第１回定例会は、３月５日（月）午前９時３０分より笠置町議会議場に

て定例会が会期１日間で開催されました。 

 なお、議長が体調不良欠席のため、副議長の廣尾正男議員が議長を務めました。 

 一般質問は３名の方が質問を行いました。 

 議案第１号、平成２９年度相楽東部広域連合一般会計予算（第３号）の件。 

 第１条 歳入歳出予算総額９億１９１万１,０００円に歳入歳出それぞれ５９０万
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４,０００円を追加し、歳入歳出予算それぞれ９億７８１万５,０００円とする。 

 第２条 繰越明許費として、笠置小学校法面保護対策事業として６８５万６,００

０円を提案されました。 

 議案第２号、平成３０年度相楽東部広域連合一般会計予算の件。 

 第１条 歳入歳出予算は歳入歳出それぞれ９億３,３７８万５,０００円を提案され

ました。 

 主な新規事業として小中学校の児童に係る給食費の無料化として１,７７９万６,０

００円、小中学校の修学旅行の援助費として４０３万５,０００円、そして、和束町

史編さん事業に１,８３６万１,０００円をそれぞれ新規に提案をされました。 

 議案第３号 損害賠償費の追加請求の件。 

 議案第１号、２号、３号はそれぞれ全会一致で可決をされました。 

 議案第４号、同意第１号、相楽東部広域連合教育委員会委員の任命の件。 

 任期満了に伴い、新たに植田宏和氏（南山城村）が全員賛成で承認をされました。 

 以上で、相楽東部広域連合議会の報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 続きまして、京都地方税機構広域連合議会、竹内きみ代議員。 

○京都地方税機構広域連合議会（竹内きみ代君） 

 京都地方税機構議会定例会について報告いたします。 

 京都地方税機構広域連合議会定例会が、平成３０年２月２４日午後１時３０分から

全員協議会を開催、その後、午後２時から本会議がルビノ京都堀川で開催されました。 

 議事日程第１では、開会宣告の後、税機構議員の異動報告並びに議席指定が行われ

ました。 

 程第４、第５では、会議録署名議員指名の件並びに会期決定の件、１日間とする。 

 日程第５では、「第１号議案及び第2号議案」２件を一括議題とし、広域連合長か

ら提案理由の説明がありました。 
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 第１号議案は、「平成３０年度京都地方税機構一般会計予算」について、歳入歳出

総額それぞれ２２億２,１７０万円であり、歳入は各構成団体からの負担金収入であ

ります。 

 歳出の主なものは、各構成団体からの派遣職員の人件費負担金に１５億３,２２５

万円、業務運営費に６億８,９４５万円を計上されました。 

 次に、第２号議案「平成２９年度京都地方税機構一般会計補正予算第１号」が提案

され、補正予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億１,９３４万円を増額し、予算総額

を２４億８,９１６万円とするものであります。 

 今回の補正は、亀岡市と八幡市が新たに国民健康保険料を移管されることに伴い、

必要となる派遣職員の人件費や業務運営等についての予算補正との説明がありました。 

 日程第６では、３名の議員が一般質問をされました。 

 程第７では、「第１号議案及び第２号議案」の質疑、討論、採決が行われ、対討論

には光永議員、賛成討論には私、竹内が行いました。 

 その後、第１号議案「平成３０年度京都地方税機構一般会計予算」について採決が

行われ、賛成者多数で可決されました。 

 続いて、第２号議案「平成２９年度京都地方税機構一般会計補正予算」は、賛成者

全員で可決され、全ての議事日程を終了し、閉会宣告により閉会しました。 

 以上、報告といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 続きまして、京都府後期高齢者医療広域連合議会報告を私、岡田 勇が議長席より

報告をいたします。 

○京都府後期高齢者医療広域連合議会（岡田 勇君） 

 京都府後期高齢者医療広域連合議会報告平成３０年第１回定例会が２月９日午後１

時３０分より開会されました。 

 最初に議席の指名があり、次に会期の決定、諸般の報告、その後、副議長の選挙が
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あり、京丹波町の篠塚信太郎議員が当選されました。 

 一般質問については２名の議員から、保険料の軽減措置廃止による負担増の件や短

期保険証の交付、第２期の保健事業実施計画などについて質問されました。 

 議案について、議案第１号 平成２９年度京都府後期高齢者医療広域連合一般会計

補正予算（第１号）では、業務管理費等に２億６,６４０万円を補正し、予算総額１

０億３,４３０万円に。 

 議案第２号 平成２９年度京都府後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）では、国・府支出金等への返還金に５３億５,１１２万円を補正

し、予算総額３,３９０億５,８３７万円に。 

 議案第３号 平成３０年度京都府後期高齢者医療広域連合一般会計予算は、予算総

額９億８,４２５万円。 

 議案第４号 平成３０年度京都府後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計

予算は、予算総額３,３８３億３,６８３万円で、予算関係４件は全て可決されました。 

 続いて、議案第５号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正については、保険料

率の改正や賦課限度額の引き上げ、保険料軽減対象の拡充などの改正で、原案どおり

可決されました。 

 続いて、同意第１号 京都府後期高齢者医療広域連合公平委員会の委員の選任につ

いて、井手町公平委員の山本昭雄氏が選任され、同意されました。 

 任期は４年であります。 

 また、請願第１号として、後期高齢者医療制度被保険者の保険料を引き下げ、保険

料軽減措置を実施するなど、いのちと暮らしを守るために後期高齢者医療制度の充実

を求める請願書が提出されましたが、不採択となりました。 

 以上、報告をいたしました。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、報告を終わります。 
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 会議の途中でありますが、ただいまから１０時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時１９分～午前１０時３０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第５、一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含み１時間以内とします。 

 再質問は、制限時間内の質問を許可します。 

 答弁は簡潔明瞭に願います。 

 質問者及び答弁者のご協力をお願いいたします。 

 初めに、村山一彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 議長の許可を得ましたので、通告に基づき一般質問をさせていただきます。 

 まず第１に、水道料金値上げの件についてお尋ねいたします。 

 平成２９年第３回定例会において、平成３２年度より段階的に水道料金を値上げさ

せていただきたいとの話がありました。和束町の人口減少も著しく、ある程度やむな

しの感もいたしますが、値上げ幅が２５％アップと非常に大きく、同意しづらく感じ

ます。 

 水というものは、住民の生命を守るものでもあり、水道料金の値上げについては、

行政の丁寧な説明の上、住民の同意が必要と考えます。そこで、この値上げの理由、

根拠を丁寧にご答弁願います。 

 次に、景観条例についてお尋ねいたします。 

 去る１月に町長は、茶業に特化した独自の景観条例を２０１８年度に制定、公布し

たいと新聞紙上にて表明されました。この条例は、開発規制だけでなく茶業振興に向

けた内容も盛り込まれる見込みと記されておりました。どのような形を考えておられ

るのかご説明願いたいと思います。 



― 20 ― 

 最後に原山の円形茶園についてお尋ねいたします。 

 和束町は今、観光に力を入れており幾多の観光スポットを設けております。その中

でも円形茶園が一番の観光スポットではないでしょうか。しかしながら駐車場がなく、

案内看板も少なく、地元の人に迷惑がかかっている。これらについてどのような対策

を考えておられるのか、答弁願います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいま村山議員からいただきましたご質問にお答えをさせていただきます。 

 最初に、水道料金の値上げの根拠、理由はの質問にお答えをさせていただきます。 

 水道料金の値上げにつきましては、昨年度策定いたしました和束町簡易水道事業経

営戦略により平成３２年度に料金改定を検証する方針で、現在、その準備を進めてい

るところであります。 

 値上げ率については、質問にもありましたように２５％とし、算定根拠は、平成３

２年度から１０年間の営業費用及び元利償還金の２分の１が賄える率と算定しており

ます。 

 値上げを検討せざるを得なくなった理由については、村山議員のご質問もありまし

たように、やはり何といっても有収水量の減少が最大の理由の一つに挙げられるわけ

なんですが、それまでこの施設がご案内のとおり非常に老朽化してきておりましたし、

そしてまた、水道の一元化に向けて取り組んできました。これはやはり住民の生活に

とって水は必要なものでありますので、安定給水というものを第一に考えて取り組ん

できたことにあると思います。 

 過去の値上げについては消費税の見直しなども含めまして、平成１９年４月に実施

しており、一般家庭においては基本料金１０立方メートルまで１,５００円、超過料
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金については１立米当たり１７０円に消費税を加算した額となっております。  

 この間、施設の統合や経常経費の削減などさまざまな自己努力に取り組んできまし

たが、受益者負担を伴う特別会計事業において尽くすべき政策にも限界が生じつつ、

このたび住民のご理解とご協力を得たく、昨年度末に水道委員会等にご説明をさせて

いただき、そしてご理解をもとめ公表させていただいた次第であります。 

 人口及び供給量の推移等は担当課長のほうから説明をさせますので、よろしくお願

いいたします。 

 次に、２番目でございましてですが、景観条例についてのご質問にお答えをさせて

いただきます。 

 今年度から事業化された犬打峠トンネルが開通すると、新名神の宇治田原インター

や城陽市、宇治市まで約２０分と交通アクセスが向上し、今後は宅地開発や工場立地

の可能性が広がると考えられます。 

 一方、和束町の町並み景観は、京都府景観資産や日本遺産に登録されるなど、住民

にとっても大きな財産であります。トンネル開通後のまちづくりを見据え、この景観

を守り、未来につなげていくためには、一定の規制をかけていくことも必要ではない

かと考えております。 

 また、和束町の景観は主産業である茶業の生業により形成されたものであります。

茶業が衰退し、茶畑が維持できなくなったらたちまち景観は荒廃していきますので、

景観を形成する根幹である茶業を初めとした農業振興も盛り込んだ内容にしていきた

いと考えているところであります。 

 規制については、平成２７年度に策定した和束町景観計画をベースにしたいと考え

ておりますが、単なる規制にとどまらず、主要産業の振興も盛り込んだ内容の景観条

例は和束町ならではのものであり、全国的にも余り例がない条例になろうかと思って

おります。 

 来年度、平成３１年度でありますが、３月議会に条例案を提出できるよう条例検討
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委員会を早期に組織し、来年度当初から条例の内容を議論していきたいと考えており

ます。 

 次に、原山の円形茶園についてでありますが、非常に美しい形状である円形茶園は

新聞や雑誌に掲載されたり、テレビでも紹介されることが多く、和束を代表する茶畑

景観となっておりますが、初めて訪れる観光客にとっては場所が非常にわかりにくく、

公共交通機関では行きづらいところにあるため、観光案内所等でも場所を尋ねる質問

が多く寄せられております。 

 円形茶園は原山の集落を進み、狭隘な道路の先に位置していますが、道路は住民の

日常の生活や茶農家の作業にも利用されているため、観光客の増加が住民生活に影響

を及ぼすなどご迷惑をおかけている面もあります。これらの対策のため、昨年度、原

山の集落内に誘導案内看板を設置するとともに、狭隘な道路への車の進入禁止などの

啓発を行ったところでありますが、先般も車で侵入した観光客が立ち往生してしまう

などトラブルが依然として発生しており、対策が必要と考えております。 

 原山地区は地理的に道路が狭く、駐車場となるような広い土地の確保が難しい状況

にありますが、現在整備中の町道山口線により集落を通らないルートを早期に確保す

るとともに、駐車スペースについても地元と協議して適地を検討するなど、パーク・

アンド・ライドを推進し、住民の皆さんにご迷惑がかからないよう対策を講じていき

たいと考えております。 

 以上、村山議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、ご質問の中の人口推移と供給推移についてのご説明を

させていただきます。 
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 まず、最初に、人口推移でございますが、平成１０年度末で５,８６５人、平成２

０年度末で４,９４６人、平成２８年度末４,１２９人と推移しています。 

 次に、これに対する給水量でございますが、これは各施設からの送水をした量でご

ざいます。平成１０年度５７万９,８２１２立米、平成２０年度６４万７６６立米、

平成２８年度５０万１,８１９立米となっております。 

 最後に、有収水量ですが、有収水量とは、水道料金として課金された量でございま

す。和束町簡易水道特別会計使用料として計上された水量として説明させていただき

ます。平成１０年度５０万４,４４１立米、平成２０年度４８万１,７７９立米、平成

２８年度４２万１,６９７立米となっております。 

 このように、ご質問いただきました内容を比較しましても、明らかに人口減少に伴

う使用料の減が生じていることをご理解いただきたいと思います。 

 担当課長の答弁としましては、いただきました内容につきましての答弁とさせてい

ただきます。 

 なお、給水量の平成２０年度が６４万立米と先ほど説明しましたが、これは統合等

の事業にする前の水量でして、漏水等がかなり発生したと想定されますので、平成２

０年度については若干多目になっております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 私からは、２番の景観条例と３番の原山の円形茶園についてお答えさせていただき

ます。 

 景観条例についてでございますが、先ほど町長から、規制にとどまらず茶業を初め

とした農業振興も盛り込んだ内容を考えてるとありましたが、規制の内容については、

平成２７年度策定した景観計画をもとにして、これから建てる建築物や屋外広告物に
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ついて一定の基準を設けていくことになろうかと思います。 

 まず、景観計画で定めた時点で、和束町全域が景観計画区域となっており、例えば、

形態・デザインについては、周辺景観と調和し、まとまりと落ちつきのあるものとす

ること。高さであれば、主要の視点場から眺望を妨げない位置及び高さにすることな

どが定められております。 

 また、重点的に景観を保全・育成する地域としまして、それぞれ規制内容を厳しく

しました第１種重点地区と第２種重点地区の区分を設けております。 

 しかしながら、将来、どこの地区が第１種、第２種になっているかということはま

だ定まっておらず、今後、条例により定めていくことになろうかと思っております。 

 こうした地域で一定規模以上の建築物の建築を行う場合は、あらかじめ景観形成基

準に適合するか審査を受けることとなりますが、現時点では手続についての定めがあ

りませんので、計画のみとなっております。このため条例により具体的な手続も定め

ていきたいと考えております。 

 また、農業振興についでありますけども、景観保全につながる内容を考えると、耕

作放棄地対策と災害復旧が基本になろうかと思っております。しかしながら、これら

の振興策につきましては、農業委員会の権限でありましたり、既に制度化された農地

法、その他農業振興の法律にかかわる部分もあろうかと思いますので、専門家の意見

もお伺いしながら、どこまで条例で定めることができるのかをこれから検討していき

たいと考えております。 

 条例制定に当たりましては住民の理解を得ることが重要であると考えておりますの

で、関係区長にも検討委員に加わっていただきまして、地元の声を反映させるととも

に、直接、住民に説明をする場というものも設けまして、丁寧に進めてまいりたいと

考えております。 

 続きまして、円形茶園についてでございますが、町長から答弁がありましたように、

集落を通って自家用車で進入する観光客が多く、住民の皆様にはご迷惑をおかけして
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いることは承知しておりまして、対策が必要と考えております。 

 つきましては、町長からパーク・アンド・ライドとの答弁もございましたが、原山

区の皆様と相談しまして、観光客とうまく共存していける地域づくりというものを検

討してまいりたいと考えております。 

 以上をもちまして、私からの村山議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 それでは、２番の景観条例の制定につきましての中身につきましては町長、地域力

推進課長から答弁がございましたので、私からは、農振地をどう考えるかというとこ

ろにつきまして答弁させていただきます。 

 農振地、いわゆる農業振興地域の計画における農振農用地は、農業施策の補助金等

を受けるために必要な地域指定を得ます。通常、農振の農用地の指定は、筆ごとでは

なく集約された一角の地域一帯の農業振興を図るためのものですが、和束町では茶畑

が点在して、隣接してなくても１筆で農振農用地をしているところもございます。  

 村山議員もご存じのように、平成１２年度から取り組んでいます中山間地域等直接

支払制度は傾斜１５度以上の農振農用地を対象に交付金が支払われており、その交付

金は農地周辺の整備や農道整備など利用されておりまして、生業景観を守っていると

ころでございます。 

 したがいまして、景観条例がどのような条例になりましても、生業景観を守るため

の農業振興を図る上では農振農用地は必要と考えております。また、条例の制定され

た中でありましても、それに制約を受けるわけではなく、やっぱり生業景観を守るた

めの地域指定ということでさせていただくことになるかと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、再質問させていただきます。 

 先ほど馬場課長は水道の供給量について回答いただきました。後で言われた言葉が

聞き取れなかったんですけどね、初めは給水量、これは５８万９,８００立米でした

か。次、６４万７,６００立米云々と言われて、それはわかったんですが、その後、

もう一度二つに分かれているようなことを言われましたね。再度説明をお願いしたい

んですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさしていただきます。 

 先ほど最後のつけ足した部分でございますが、給水量につきましては、平成１０年

度が５７万９,８２１立米、平成２０年度が６４万７６６立米、平成２８年度は５０

万１,８１９立米になっております。人口も減少しておりまして、有収水量も減少し

ている中で、平成２０年度の６４万立米の総配水量が多いという件ですけど、これは

疑問視されると思いまして追加さしてもらった件でございます。これは統合の前の水

量を拾っておりますので、統合によって本管等の入れかえによりまして漏水が減った

というところでご理解を願いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 今、平成２０年度は給水量が上がっているというのよくわかりましたが、平成１２

年度で下水道ができましたね。それによってふえたんではないかと思うんですが、い

かがでしょうか。 
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○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えいたします。 

 無論、そちらのほうも十二分に考慮されます。下水道が接続されましたことによっ

てこちらのほうの水が排水のほうに回っているということにはなります。ですので、

下水道によって水道料の増加もこの中には入っております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでね、水道料金の値上げの中には、以前に課長が、借金が大きいというような

ことをおっしゃっておられたんですが、いかほどになっているかご報告いただきたい

んですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問ですが、借金といいますか、起債の償還でございます。 

 平成２９年度末の起債の借入残高につきましては１４億９,７４１万１,０００円、

それと資本平準化債という起債を８１２万７,０００円、合計で１５億５５３万８,０

００円の起債の借り入れがございます。これの返済が今後発生するということでござ

います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それで教えていただきたいんですけどね、これから来年度の予算のことも始まるん
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ですが、この中でよく使われるのは過疎債ですね。過疎債は現状、自治体負担が３割

というようなことを聞いております。今、聞いた金額１５億程度の金額ですが、これ

は表面的な起債残高か、それとも実質的なものか。 

 というのは、過疎債で数字が出ましたときに、一応、仮に１億円としましたら１億

円全部の数字が出るんですけども、和束町の負担というのは３,０００万円というよ

うな形になってくると思うんですが、その辺の起債の方法は、これが正味の金額であ

るかどうか、その辺をご答弁いただきたいんですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今、申し上げました１５億円につきましては、実質、２９年度末に町が特別会計で

借り入れた起債の残高で、無論、過疎債も含んでおります。 

 これにつきましては、年間の償還がほぼ１億円。過去数年でいいますと、大体９,

８００万円から８,９００万円前後の起債を償還しております。これだけの金額を返

済するに当たりまして、受益者からいただく水道料金プラス町からいただく一般会計

繰入金ということで、両方を足した中からこの額を算出します。 

 その関係でいいますと、現時点で推定ですけども、ほぼ６４％ぐらいが起債の償還

になります。となってきますと、特別会計の全ての中で６４％が先ほど村山議員がお

っしゃられました、一般でいいます借金の返済という形になろうかと思います。その

辺のご理解をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでですね、先ほど町長に答弁いただきまして、スケジュールは３２年から１０
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年間というようなことをお聞きしたんですが、アップ率は毎年どのような形で考えて

おられるか答弁願いたいんですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えいたします。 

 ３０年度以降の償還でございますが、一応、うちのほうで試算をしております。事

業起債という起債が４０年の返済でございます。それと、資本平準化債というのが２

０年間の償還になるわけでございます。毎年１億円の償還が３０年度に始まりまして、

一番のピークが平成３６年前後から１億３,０００万円ぐらいになる予定をしており

ます。ですので、これに合わせた計画で上げていきたいということで、水道料金の見

直しをかけていきたいということになります。 

 先ほども言いましたように、８,９００万円から９,８００万円ぐらいの償還が１億

３,０００万円まではね上がってきますので、この部分のアップ率についての受益者

弁の応分の負担をお願いしたいということで、昨年、経営戦略を策定しております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 私なりに新聞とか読んでましたら、やはり全国の自治体、大体全てにおいてやはり

値上げはいた仕方ないようなことを書いております。 

 これは３月３日の新聞なんですが、需要減でも更新コストは巨額ということで、需

要減と老朽インフラの更新費用とで、日本政策投資銀行は３０年後には水道料金が現

在の１.６倍になる必要があると試算。既に全国の自治体では料金引き上げが相次い

でいると書かれてます。 

 それとですね、この本は昨年度発行されました「みらいの年表」ということで、人
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口減少日本でこれから起きることというようなことなんですが、議長の了解を得てお

りますので、一部紹介させていただきます。 

 水道のことが載っております。「水道は原則として自治体が運営し、簡易水道を含

めれば全国に２,０００を超す事業者があるが、利用者が減る一方で更新費用がかさ

み、収支の悪化が目立ち始めているのである。」ちょっと飛ばしますが、「しかも全

国の水道事業者の有利子負債は、２０１４年度末で７兆９,０００億円と料金収入の

約３倍にまで膨らんでいる。経常利益を確保しようと思えば、２０２１年度から毎年

１.７、２.１％の料金値上げをしていかなければならない。」というようなことが書

かれております。だから、ある程度はいたし方ないような感じがするんですが、この

本にも書いてますように、１.７から２.２％毎年上げるということは、和束町は２

５％いうことは、１２年間の分を段階ですけども、上げていく。 

 若干比率が高いんではないかと思うんですが、先ほど町長の答弁では、これからま

だまだ検討を始めるというようなことで、若干数字が変わるというようなことを考え

ていってもよろしいんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 試算でございます。最終的に、今、具体的な数字を上げることはなかなか難しいん

でございますが、基本料金は現在１,５００円プラス税で１,６２０円になります。こ

れは１,５００円の基本料金とプラス８％の税ということになっております。これが

２５％の値上げになりますとどうなるかといいますと、大体税込み２,０００円にな

ると想定をしております。 

 この２,０００円になる基本料金ですけども、これでいいますと、大体５,０００円

の基本料金が使われている方が６,２５０円、８,０００円を使われている６人家族で

１万円ぐらいになるということになろうかと思います。その基本料金にできる限り遅
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い時期に到達はしたいとは思っておるんですけども、３５年度以降の起債の償還が１

億３,０００万円ということで、今より４,０００万円強ふえることになります。あわ

せまして、一般会計からの繰出金の基準もあります。 

 今、言われたように、国等々の動きの中も含めても、これが多くなることも余り考

えられないという状況の中での法改正とかも見ております。その辺も含めて、これは

あくまでも２８年度末の経営戦略でございます。今後、人口減少の想定をもう一度見

直すことも必要だと思いますし、それに合わせまして統合を行いましたので、その関

係での修理が若干今までよりは減るということも想定はしてます。 

 ただ、想定をしているものの機械物ですので、消耗していくものの修繕等が出てく

るのとあわせましての形になると思いますので、できる限り住民の理解を得ながら、

増量につきましてはなるだけ引き延ばしつつも努力したいと考えておりますので、住

民のご理解を含めましてご理解願いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、町長にお聞きしたいんですけども、簡易水道ができて久しいんですけど、

今さら井戸水とか川の利用は無理でしょうし、この水道設備はぜひとも守っていかな

くてはならないと思います。 

 日本は民主主義ですので、住民の応分の負担はいた仕方ないと考えます。しかしな

がら、住民負担の軽減は考えていかなければならないと思います。 

 今、馬場課長のほうからも話がありましたけども、もっと一般会計のほうからの繰

り入れはできないものか、その辺のお考えをお聞きしたいんですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 はい、お答えいたします。 

 一般会計の前にちょっと前から答弁させていただきますと、先ほどもご質問いただ

いておりますように、水というのは私たちの生活に欠かせないものですから、何とし

ても今まで以上に安心して安全で飲んでもらえる水ということと安定給水を求めて一

元化に取り組む。今なお一元化、木屋を入れますとこれで完了していくわけなんです

が、進めてまいりました。 

 そういう意味では非常に投資的な経費の一面はふえておりますが、一方ではですね、

今、質問がありましたように、非常に有収水量が減っていくという中で経営がありま

す。そういった中では、経営戦略を２８年度に立てたときの質問いただいておるわけ

なんです。課長のほうからも答弁がありましたように、いろんな状況を勘案して増額

はやむを得ないと、ご質問ありましたように思っております。 

 そういう意味で、ふえていくものを全部一般会計から見ていくのかと、こういうこ

とでどうなんだと、こういうお尋ねだと思いますが、基本的には決められた中での持

ち出しといいますか、一般会計から、これは下水道もそうなんですが、水道も決めら

れた中の範囲内では出しているわけであります。 

 特に和束町一般会計全体的でいきますと、これは国保会計もそうでありますが、非

常に厳しい状況にあるから、いわゆるいろいろと交付税の算定、経常経費に見てもら

える基礎数字になるとか、そういうようなのを優先して、一般会計は一般会計で安全

経営の安定化というのも進めてきたところがありますので、そうしたところも大事に

していかなきゃ和束町は全部崩れてしまうという面もありますので、それについては

慎重に考えていかなくてはならないのかなと、このように思っております。 

 しかし、投資的な経費とかいろんな面において出す妥当な金額というのには今まで

からも取り組んでおります。これからもそういうものについては出す範囲で考えてい

きたいと、このように思っております。 

 今、ご質問がありますように、住民の皆さんがちょっとでも安くなるような、その
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ことに努めていくというは大事だと思っておりますので、ただいまのご質問を十分踏

まえた中で取り組んでまいりたいと、このように思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、水道関係はこれで終わりたいんですが、最後に馬場課長に、昨年１２月

の定例議会の中でも一般質問でございましたように、延滞整理、これは間違いなく着

実に進めていただきたい。 

 やはりこれが全然進まなくて値上げいうのはなかなか難しいかと思いますので、そ

の辺はお約束いただきたいと思いますので、どうでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今おっしゃいました滞納につきましては十二分に職員挙げて努力したいと思ってい

ます。 

 現実のところをいいますと、滞納につきましては、現年につきまして９７.５％ほ

ど徴収できております。２.５％がまだできてないという状況には確かにございます。

現年をできるだけとることで滞納をふやさないという考え方の中で今現在動かしてい

ただいております。 

 ただ、滞納につきましてはあくまでも滞納でございますので、１円でも多く整理で

きるように努力したいと思いますので、ご理解のほうをよろしくお願いします。  

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 
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○３番（村山一彦君） 

 それでは、次に、景観条例についてお聞きしたいと思います。 

 和束町の景観だよりというのが第３号、２６年１１月の資料なんですが、その当時

は景観計画、計画条例とは何か知っていますかということの問いの中に約５５％の方

が「知らない」と回答しておられました。 

 以前、私、一般質問に、トンネルがつけばどういうまちづくりを考えてと町長に問

いただしたことがあるんですが、そのときに町長の答えは、「まず、景観条例だ」と

いうことをおっしゃっておられました。 

 それで、どういうまちづくりをされるかというようなことについてお聞きしていき

たいんですが、その前に第８号の景観だより、この中にアンケート結果を参考にしな

がら和束町景観計画を策定しました。今後は町内各地で景観に関する勉強会を開催す

る予定ですので、ぜひご参加いただきますようよろしくお願いしますというようなこ

とがあるんですが、勉強会は今どの範囲でやられたかお答えいただきたいんですが。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 勉強会は２８年と、２９年度の２年間で今までやってきたところなんですけども、

まず湯船のほうで実施いたしまして、その後、昨年度、原山地区で、今年度は実はき

のうなんですけども、白栖のほうで実施いたしました。 

 その中で出てきたものといたしましては、やはり景観計画への皆さんの理解という

のはなかなか進んでない状況でありますので、今後も引き続き、住民の皆さんの理解

を深めるために勉強会というのは実施しなきゃいけないと思っております。 

 また、あしたなんですけども、別件の景観を保全する勉強会もあるんですが、それ

は釜塚地区と原山地区で、今、予定しております。こちらの中でも一定景観計画、景
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観条例については触れていって、住民の皆さんにご承知いただきますようにお願いし

ていこうというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 先だって新聞に載っていたところで、２０１８年度に制定公布したいという町長の

お考えなんですが、この勉強会というのは全地区で行う考えか、それならば１８年の

制定に間に合うのか、その辺はどうお考えでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 当初ですね、２８年度の話では特定の地区ということで、あとは釜塚と石寺、撰原

という景観資産を持っている地区でというふうには考えておったんですけども、その

中でですね、今、具体的にどういったことをやっていくかというと、当然、この景観

を守って未来につなげていこうということの住民の皆さんのご理解を得るということ

が大前提なんですけども、それに加えて規制を厳しくするところ、そこをどこにする

かというのが一番の住民の皆さんの関心事だと思いますんで、それの対象地域に関し

ては、やはり丁寧に説明していかなければいけないというふうに思っております。  

 その結果ですね、今、目標は１８年度で来年度になっているんですけども、その状

況を見ましての制定の時期というのはずれ込んでいくという可能性もなきにしもあら

ずだと思っているんですけども、町長からありましたように、目標として来年度中の

制定というのが掲げられた以上ですね、また後、この景観条例の制定をめぐっての過

去の経過もありまして、大分先延ばしにしているというところもありますので、やは

り私どもとしましては来年度の制定を目指して動いていきたいというふうに思ってお
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ります。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 この中に私の園区は入ってないんですけど、それはよろしいんですけどね、やはり

いろんなことで星野リゾートの関連もありまして、今のところ、そういう景観につい

てやはり地域の人も関心は持っておられますので、できましたら入れていただいても

結構かと思います。 

 それと、先ほど町長の初めのお話の中で、景観条例の中でお話はされてましたが、

要するに、やはり皆さん思っているように、トンネルが通れば和束町も大きく変わる

と。先ほども言われたように、茶源郷という言葉を考案された以上、お茶は守ってい

かなければならない。片や、人口減少を食いとめるためにも、工場誘致とか住宅整備

も考えなければならない。相反するようなことをやっていかなければならないと思う

んですが、先ほどの町長の話の中で、景観条例については話はいただいたんですが、

まちづくりの中で、工場は要らないとか、住宅は要らないとかいうようなことは考え

ておられないと思うんですが、その辺の話が先ほどの町長の話の中ではなかったと思

いますので、総括的に町長はどのようにお考えかお聞かせ願えたらと思います。  

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 和束町の茶源郷としての農村空間、これを構成している要素はいろいろあるわけで

あります。目で見る景観もあれば、感じる景観もあれば、味わう景観もあると思いま

す。 
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 そういう中で、先ほどのご質問ですが、工場とか住宅を例に挙げてどのように考え

ているのかと、こういうことなんですけども、工場一つとっても茶源郷、この生業、

こういったことに違和感を感じるというものは、やっぱり住民の皆さんと事前に十分

協議をしていかないといけないだろうというふうに思っております。 

 そして、農村、生業に関係するような工場もあったりですね、和束町でしたらお茶

に関係もしております。そういったことがあります。一つビジネスというところで考

えますと、和束でしたらアグリビジネスというのがあるわけですから、そういう感覚

で工場一つで絞るんじゃなしに、やっぱり生業に合う、和束町の空間に合う、茶源郷

に合う、そういう観点から住民の皆さんと十分協議し、これだったらいいだろうとい

うものを私は考えていくべきだと思います。 

 また、住宅一つとってもいろいろな住宅の建て方があります。これについては私ど

もは、まず第１は空き家を利用するとか、いろんなこともやっていかなきゃならない

要素だと思っております。大きく建つというのも考えて、将来はあるのかわかりませ

んが、このもとでやっぱり住民の皆さんと十分協議した中で考えていくべきだという

ふうに思っております。 

 だから、全てがだめだ、全てがいいと、こういうことやなしに、１つ１つ生業の和

束町の茶源郷、この空間が今、他の地域から、また外国からもすばらしいというふう

に思っていただいております。 

 そして、今もありましたように、企業からもそこで何か事業をやりたいと、こうい

う土地であるわけですから、この土地を守るというのがこれからの和束町のまちづく

りであろうというように思っております。 

 そういう意味で、この和束町の今のよいと思われている、これを守り続けていきた

い、こういうことが大事やないかなと、このように思ってやっております。 

 先ほど質問にはなかったんですが、２７年度戦略会議計画を立てたわけなんですが、

そして今は節目のときでありますね。一つは美しい村連合にも入っているのが、今回、
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更新時期にもなっております。そして、これから日本遺産をさらに世界遺産につなげ

ていこうと。 

 そしてまた、さらにですね、星野リゾートのように来ていただいてですね、こうい

ういいと思っているところは守る姿勢が、住民の皆さんもみんなその気持ちを持って

おりますと表明するのが私は大事だと思っておったもんですから、景観条例があるの

かないのかというのが一つの大きな要素だと思います。 

 この景観条例は、先ほどありましたように、大前提は、今も言いましたように、住

民と一緒にこういった意識を持ってますということが大事でありますので、こうして

地域に十分生かせていただいて、住民の皆さんと協議をさせていただく、このように

今、努めておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 はい、ありがとうございます。 

 私、前から考えているのは、トンネルが出てから今のローソンまでの間の両サイド

を心配しているわけで、規制をかけるんであれば、ここを規制をかけていただきたい

と思います。 

 次は円形茶園についてお聞きします。 

 実際、これを一般質問で挙げようと思ったんは、住民の方からの突き上げで、何と

かしてくれというようなことでね、今度も東京からお客さんが１０名ほど来るんやけ

ど、全部、円形茶園へ連れていってくれというようなことがあったそうです。そこで

私も先だって原山地区へ登りまして見てましたら、先ほども言われたように道が狭い

んですね。駐車場とか簡易トイレの設置が必要と考えるんですが、その辺はどのよう

にお考えでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 
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 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 本当に原山地区の円形茶園の問い合わせも多くてですね、そのたびに我々が案内し

ているのがバス停から歩いてくださいということであったり、あと、電動自転車で行

ってくださいということを言っておるんです。 

 今、一応、トイレに関しましては、公民館のトイレを縁側カフェという形で支援さ

してもらって、そこを最寄りのトイレということで使わせてもらっているんですけど

も、やはり場所が本当にわかりにくくてですね、誘導看板も昨年度つくらせてもらっ

たんですけども、やはり質問が後を絶たないというところがございまして、本当に課

題というのを感じておりまして、ただ、地理的にもなかなか難しい場所かなというの

もありますので、この質問を契機にということでもないんですけども、一度、区長さ

んのほうと意見交換をしまして、それで、どういった方向がいいのかというのは改め

て検討していきたいというふうに思ってますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 先だって私、円形茶園のほうに出向きましたらね、ちょうど一番坂のくだったとこ

ろの右手に田んぼ跡に盛土をしてあったところがあるんですわ。そこの所有者の人と

しゃべってましてね、「協力してもらえないか」と言ったところ、「結構だよ」とい

うようなことをおっしゃっておられましたので、また話をしに行っていただきたいと

思います。 

 それと、案内板が少ないというのがね、どうしても気になるんですけども、原山地

区の人に言わせると、長ノ尾坂登っていきますと、やはり狭いですね。だから、対抗

もしづらいというようなことで、できれば隧道を越えたところに、湯船から来たとこ
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ろになるんですが、原山へ登る道が左にあると。そこを利用してもらえないかと。山

口線ができたらそれで結構かと思うんですけどね、その辺に案内板を建てていただけ

ないかなと思ったりもするんですけども、どうお考えでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、議員がお話しされた土地の所有者に関しましては、我々も円形茶園にお客様

を案内する際に、そちらの駐車場といいますか、その土地を駐車場として使わさせて

いただいているところでありまして、本当に話を聞いてくださるご理解の深い住民の

方なので、ぜひとも議員のお話も参考にしまして、再度交渉のほうをしたいというふ

うに思ってます。 

 和束側のほうから来ると、一番直線ルートで行けば原山の集落を抜けるルートにな

るわけでして、やっぱり集落を通っていくというのを皆さん利用されるんですけども、

府道５号線のところに円形茶園という誘導看板をつけてですね、その裏側の和束隧道

を抜けたところから行けるようなコースというのも近いですので、集落を抜けてその

まま直接、円形茶園に一番近いほうへ行けますので、そちらの設置について来年度い

けるように都合をつけたいというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 和束町第４次総合計画においては、平成３２年度には２５万人の交流人口をふやす

という目標も立てておられます。やはり円形茶園というのは魅力的なところだと思い

ますので、まだまだ来ていただけると思います。だから、今の現状では、例えば、人
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のふんどしで相撲とってるような感覚もありますのでね、もし、駐車場とかしていく

ようになったら、町のほうもその辺の見返りのほうはしっかり考えていただきたいと

思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お答えいたします。 

 先ほど議員のほうからご提案があったことも含めまして、地元のほうと丁寧に話を

進めたいというふうに思ってますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山彦議員。 

○３番（村山一彦君） 

 以上で、私の質問を終わらせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、村山一彦議員の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時２３分～午後１時３０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 竹内きみ代議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 １問目は、移住・定住・空き家対策について質問します。 
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 本町の施策において、移住・定住・空き家対策は茶産業の活性化と同等に大変重要

な施策と言えます。本町の人口動態を見ますと、平成２７年の国勢調査における人口

は３,９５６人であり、平成１２年の国勢調査では５,４５７人、１５年間で１,５０

０人減少、実に年間１００人ずつ減っています。特に、若い子育て世代の年齢層を中

心とする人たちの町外への転出が目立っています。 

 そういった環境のもと、この数年、年間出生数は約十数人、年間死亡数は六十数人

となっており、人口の自然増は見込めない状況にあります。 

 こうした人口減少や流出、高齢化などの課題は相楽東部３町村の大きな課題でもあ

り、京都府と一体になって取り組む体制として、昨年４月に相楽東部未来づくりセン

ターが発足しました。同センターでは各町村から有能な職員が着任され、相楽東部地

域の地域振興や交流人口・定住人口の拡大につながる取り組みを積極的に進めること

を目標に、「相楽東部未来づくりセンター」を設置されました。 

 そこで、１点目は、その進捗と今後の取り組みについて伺います。 

 ２点目は、今年度、湯船区が京都府移住促進条例に基づく移住促進特別区域に指定

されたことにより２軒の改修を予定されていますが、それ以外の地域指定の進捗と今

後の取り組みについて伺います。 

 ３点目は、ことし１月に発表された２０１８年版「住みたい田舎ベストランキン

グ」で全国６７１市町村のアンケートをもとに調査されたところ、大分県の豊後高田

市と臼杵市が上位に輝いたとありました。同市の移住・定住支援策の特徴は、先輩の

移住者が移住希望者に生の声を伝え、実際の生活がイメージしやすい等のサポートを

行う「移住・定住サポーター制度」が成功の因であります。本町でも移住呼びかけ人

や地域おこし協力隊の交流はあるものの、生の声を伝えるなどのサポーター制度を提

案します。見解をお伺いします。 

 ４点目、移住促進に対しては、移住を希望する人と受け入れる住民とのマッチング

を支援する専門の職員体制がなくては進みません。地域力推進課に移住・定住支援係
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の設置が必要と考えます。お考えを伺います。 

 ５点目、近い将来に犬打峠トンネルが完成しリゾートホテルが建設されれば、これ

までの和束町のイメージはおのずと大きく変化してくるものと思われます。移住を目

的に空き家を活用する環境の整備が急務であると考えます。そこで、独自の支援策と

して、ファンド基金制度や現在実施されている茶業の青年新規就農者支援のような基

金制度は検討できないか伺います。 

 ６点目、７点目は、これまでの議会質問での答弁では、空き家バンクは地域力推進

課が担当することになり、京都府の宅建協会と協定し進めるとのことで一定前進しま

したが、その進捗と今後の予定について、また、空き家バンクｗｅｂでの公開はいつ

ごろを予定されているのか伺います。 

 ２問目は、今後の国保運営に対する本町の取り組みについて質問します。 

 国民健康保険制度は、本年４月から新制度となり、京都府が財政運営の責任主体と

なって国保運営に中心的な役割を担うことになりました。新制度へのスムーズな移行

は当然ですが、課題は移行後の運営にあり、今後も高齢者層の急増に伴い、ますます

国保財政は厳しいものになっていくものと思われます。 

 国においては、平成２７年５月に持続可能な医療保険制度を構築するための国民健

康保険法等の一部を改正する法律が成立し、特定健診の向上、糖尿病の重症化予防、

後発医薬品の使用促進、個人の予防・健康づくりに向けインセンティブの提供の実施

等、医療費適化に係る取り組みを一定の指標に基づいて保険者として努力していると

評価された市町村に対して、国から財政支援がある保険者努力支援制度として創設さ

れました。本年から本格実施となりますが、市町村を対象に２８年度から前倒しで実

施されているところです。 

 保険者努力支援制度に基づく国からの支援金は、保険者の努力を判断する指標を踏

まえて判断されます。本町の取り組みについて、以下の点、伺います。 

 １点目は、本町の医療費の推移は府内の平均と比べてどうか、２点目は、取り組む
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べき指標から特定検診受診率の目標と特定保健指導の実施状況は、３点目は、個人の

インセンティブ提供についての考えは、４点目は、糖尿病性腎症重症化予防の取り組

みは、５点目は、データヘルスの分析はどのようにされているのか、以上５点につい

て答弁願います。 

 ３問目は、無料公衆無線ＬＡＮ、Ｗｉ-Ｆｉの整備について質問します。 

 現在、スマートフォン等の急速な普及に伴い、アクセス情報や施設情報などを入手

しやすい環境をつくっていくことが大きな課題となっております。観光庁が昨年発表

した外国人旅行者に対するアンケート調査によると、旅行中に困ったことのトップが、

無料公衆無線ＬＡＮ環境が少ないことで、観光施設などにあってほしい設備のトップ

に公衆無線ＬＡＮ環境が挙げられております。 

 そのような現状のもと、各自治体でも多くの観光客へのもてなしや集客アップのた

めにも公衆無線ＬＡＮ、つまりＷｉ-Ｆｉの整備を行い、高速インターネット通信を

可能としております。 

 そこで、１点目、本町における観光拠点等のＷｉ-Ｆｉ設置状況を伺います。 

 ２点目は、観光や交流により本町を訪れる旅行者などの利便性を向上させ、町の魅

力をより発信するためＷｉ-Ｆｉのスポットを設置し、整備を進めていくべきと考え

ますが、お考えを伺います。 

 ３点目、昨年５月に総務省がまとめた全国の防災拠点への無線ＬＡＮの普及状況の

報告書によりますと、公共施設の中で役所の庁舎や避難所、避難場所ではほとんど無

線ＬＡＮが整備されていないという実態が浮き彫りになっております。そこで、国は

防災目的として、災害発生時に携帯電話が混雑してつながらない場合でもネット接続

は可能など、避難所などの防災拠点へのＷｉ-Ｆｉ整備事業などで各自治体を支援し

ておりますが、本町の現状はどのようになっているのでしょうか、お伺いします。 

 ４点目、整備後は整備施設であることを明示するステッカーを張るなど、また、整

備施設の情報をホームページなどで広く一般に知らすことも必要ではないでしょうか、
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お尋ねをいたします。 

 ５点目は、スマートフォンは生活する上で欠かせない機器となり、国民の７１.

８％の人が所有しているとのデータがあり、１０代、２０代の普及率は９０％、６０

代では５５％となっており、さらなる普及拡大が想定されています。 

 また、スマートフォンの特性として、普通の携帯端末と違いインターネットの利用

頻度が高く、活用の仕方も検索、地図、ゲーム、動画、電子書籍など多岐にわたって

おります。今後はスマートフォンで情報を得るほうがさらに増加すると予想されます。 

 そこで、現在、町のホームページはパソコン対応の通常版のため、スマートフォン

を使用の場合はパソコンとほぼ同様に通常版のページを閲覧することになります。し

かしながら、スマートフォンでは一部閲覧しにくい箇所があるため、デザイン面も含

め見づらい部分の解消のためには、町公式ホームページのスマートフォン対応による

リニューアルをしている自治体がふえています。本町でも対応が必要と考えますが、

お考えを伺います。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいま竹内議員からいただきましたご質問にお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 最初に、移住・定住・空き家対策について、全般的な面から答弁させていただきま

す。 

 和束町の人口減少に歯どめをかけるためにも移住促進は重要な施策であり、和束町

の魅力の発信や東京や大阪に開設した府の移住相談窓口を活用して町外から人を呼び

込むとともに、住む場所の確保や移住者の定着支援といった町内の取り組みなど、内

と外の対策を進めていく必要があります。府の移住相談窓口でも、和束町の引き合い
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は多いと聞いておりますが、これまで住む場所の情報がなかったことが大きな課題と

なっておりました。 

 今般、京都府宅建協会の協力を得て、ようやく空き家バンクを年度内に設置する運

びとなり、また、移住者支援につきましてもサービス合戦になることは避けなければ

いけませんが、これまでの府の制度に基づく補助制度に加え、来年度は町独自の支援

策により移住促進特区外でも空き家改修等の補助が受けられる制度を設けることとし、

移住者の増加につなげていきたいと考えております。 

 次に、相楽東部未来づくりセンターの進捗と今後の取り組みについてお答えをさせ

ていただきます。 

 京都府と町村職員が協働で知恵やネットワークを結集し、攻めの政策連携・共同化

を推進する相楽東部未来づくりセンターが昨年４月に開設され、約１年間、産業振興、

魅力ある働く場の創出、交流人口の確保・拡大等の事業を展開してまいりました。  

 産業振興面では、３町村で起業立地のための候補地を掘り起こし、立地メリットを

提案して誘致活動を行った結果、南山城村でキノコ生産工場の進出が決定したのを初

め、現在も工場やホテルの立地協議が進んでいます。 

 交流人口、定住人口の拡大に向けた地域創成事業のコーディネート面では、昨年１

０月より運行開始した相楽東部広域バスの運営母体である関西本線、これは加茂以東

であるわけなんですが、沿線地域公共交通活性化協議会に参画いたしまして、利用促

進策を積極的に提案・展開をしているところであります。 

 また、本町で取り組みが進んでいる教育体験旅行については、さらに受け入れ家庭

を相楽東部全体に拡大していくため、笠置町や南山城村においても広域での取り組み

に向けた調整を行っております。 

 さらに、先日オープンいたしました和束スマートワークオフィスのほか相楽東部地

域におけるサテライトオフィスやコワーキングスペースにベンチャー企業や人を誘致

するスマートワーク・イン・レジデンス事業についても、笠置町や南山城村へも波及
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効果ができるよう調整を図っています。 

 今後はこれまでの取り組みに加え、ワールドマスターズゲームズ等を見据えた相楽

東部の豊かな自然を生かしたスポーツ観光などの取り組みを進めていく予定でありま

す。 

 次に、地域力推進課に、（４）移住・定住支援係の設置をと（５）独自の支援策と

しての基金制度の検討についてのご質問にお答えをさせていただきます。 

 移住促進に向けては体制づくりと予算措置の両面が必要であり、今年度これまで農

村振興課と地域力推進課にまたがっていた所管を地域力推進課に一本化し、来年度は

町独自の支援策も講じて、町の予算規模としては大きい８１０万円の予算を計上し、

移住対策を前進させたところであります。 

 議員からご提案のあった基金につきましては、他府県には空き家改修や移住者用住

宅整備に向けた基金を創設する自治体もあることから、制度の内容や効果も研究し、

移住促進に専門的に取り組む係の設置も含めて、今後、和束町にとってどういう方法

が効果的かを模索しながら事業を進めてまいりたいと考えております。 

 その他の項目につきましては、担当課長より答弁をさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 続きまして、ご質問の大きい２でございますが、国保運営に対する本町の取り組み

について答弁をさせていただきます。 

 （１）から（５）に関する質問でございますが、数字的な面がありますので、そう

いったこととあわせた取り組みの現状についてはですね、担当課長から答弁をさせま

す。 

 私からは、ご質問の項目が保険者努力支援制度に関することでありますので、その

取り組みに係る全体的な方針について答弁申し上げます。 

 保険者努力支援制度は、重症化予防の取り組みを含めた医療費適正化等に係る都道

府県や市町村国保の取り組みを評価・支援するもので、平成２７年５月に成立した医
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療保険制度改革関連法において創設されました。 

 内容といたしましては、糖尿病等の重症化予防等に取り組む市町村に対し財政支援

を実施するものとなっております。 

 保険者努力支援制度においては幾つかの評価指導があり、それぞれの指標に応じて

５から４０点までの加点があります。本町におきましても、特定健診受診率の向上、

医療費通知個人へのインセンティブ提供等に鋭意取り組んでいるところでありますが、

限られた人員体制の中、なかなか加点を得られていないのが現状であります。しかし

ながら、国民健康保険は被保険者の皆様から納めていただく国民健康保険税で運営さ

れています広域化後においても税率等は据え置く方針を示していることから、被保険

者努力支援制度への積極的な取り組みにより支援金の加算をいただき、できるだけ被

保険者の皆様に還元できるよう他市町村の事例を参考にしながら取り組みを進めてま

いりたいと考えております。 

 次に、大きい３番でございますが、無料公衆無線ＬＡＮ、Ｗｉ-Ｆｉの整備につい

てのご質問にお答えをさせていただきます。 

 ＩＣＴインフラの中でも災害に強く、地域活性化のツールとしても有効な公衆無線

ＬＡＮへの注目が高まっております。Ｗｉ-Ｆｉは電話回線が輻輳のために利用でき

ない場合でもインターネットにアクセスしやすく、スマートフォンなどのように無線

ＬＡＮの利用可能な端末が急速に普及していることから、災害時でも効果的に情報受

発信できる通信手段であるとともに、平時においては観光関連情報や収集や教育での

活用などにも貢献できるものであり、その整備について、国においても積極的に導入

を進めているところであります。 

 本町の公共施設において公衆無線ＬＡＮが整備できているのは、観光案内所、和束

町カフェ、京都和束荘、そして今般開設いたしました、スマートワークオフィスの４

カ所にとどまっております。先ほども申し上げましたとおり、観光分野、教育分野、

そして防災分野においても公衆無線ＬＡＮは非常に有効な通信手段でありますので、
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本町におきましても計画的な整備を検討してまいりたいと思います。 

 その他の質問項目については担当課長から答弁させます。 

 以上、竹内議員からいただきました一般質問にお答えさせていただきました。 

 ありがとうございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 移住・定住・空き家対策についてでございますが、（２）の湯船以外の移住促進特

区指定について、昨年１２月からことしの１月にかけて町内の各区長と空き家バンク

登録に向けた空き家調査、それから移住促進特区の拡大に向けて区の意向などを聞く

意見交換会というものを実施させていただきました。 

 空き家につきましては１０軒程度のバンク登録ができる見込みであり、一定の成果

はありましたけども、特区指定については前向きな区というのがなかったのが現状で

ございます。 

 移住促進特区は府の制度でありますが、特区に指定された地域に移住してくる方は

全国特区と言われる住宅改修等の補助が受けれるなど、非常に有益であり、移住者の

増加も期待できるものです。 

 今回の空き家バンク登録の予定物件を見てみますと大半が改修が必要な物件であり

ました。このため空き家バンクのリストが整理でき次第、再度、区を訪問して移住者

のためにも厚い支援が受けられるこの特区に何とか指定してもらえない区長のほうに

理解を得ようと考えているところでございます。 

 次に、（３）の移住・定住サポーター制度についてでございますが、移住対策は１

世帯ずつの対応が丁寧な対応が求められる上、空き家の物件数にも限りがあり、大勢

の受け入れが困難な性質となっております。こうした中、全国の公示令では、外部人

材によるマッチング支援や住民等で構成される協議会的組織が移住後のサポートをし
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ているケースが多く、議員から紹介のあったサポーター制は実際の移住者の生の声を

聞くことができるため、移住者の定着に大変期待が持て、有効な制度であると考えら

れます。 

 現在の和束町における移住対策はまだまだ走り出したばかりの状況でありまして、

こうした議員からの提案がありました移住・定住サポーター制度も参考にして、今後、

和束町にとってどういう方法や体制が効果的か模索しながら事業を進めてまいりたい

と考えております。 

 次に、（６）の空き家バンク創設に向けた京都府宅建協会との協定についてでござ

いますが、３月１６日に宅建協会会長に和束町までお越しいただきまして、協定締結

式を行うことになっております。 

 この協定については、この協定によりまして物件の売買価格、それから賃貸価格の

設定、そういったものをお願いするとともに、移住希望者からの問い合わせ先、それ

から仲介業務、制約後の契約事務まで宅建協会さんが紹介する事業者に担っていただ

くという協定内容になっております。移住者受け入れに向け、ようやく空き家バンク

制度が走り出すことになる状況でございます。 

 次に、（７）の空き家バンクのｗｅｂでの公開予定についてでございますが、現在、

物件のリストアップはしておりまして、ｗｅｂ掲載についての所有者からの同意をと

っているところです。年度内にｗｅｂ上にアップしまして、今のところ１０軒程度掲

載できる見通しでありまして、その準備を今、進めているところでございます。  

 次に、大きい３の無線公衆ＬＡＮ、それからＷｉ-Ｆｉの整備のうち（２）の観光

拠点や旅行者へのＷｉ-Ｆｉ整備についての考えについてでありますけども、みずか

らのスマホを使って地図や観光情報を検索したいと考える旅行者は多く、そのための

手段としまして、フリーＷｉ-Ｆｉやローミングサービス、またルーターや日本で使

えるｓｉｍカードレンタルであったり販売ということが民間を含めたサービスとして

今、存在しております。 
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 ローミングやｓｉｍ、ルーターは、みずからのスマホの容量制限というものがかか

わってきますので、旅行者からフリーＷｉ-Ｆｉが喜ばれると聞いております。和束

町でも観光拠点を中心に整備を進めてきたところでございまして、今後も訪問者が多

いところに関しましては増設も検討していきたい考えでございます。 

 一方、Ｗｉ-Ｆｉスポットは大体１０メートルくらいの範囲でしかつながる範囲が

限られておりまして、Ｗｉ-Ｆｉスポットごとに移動すると別々のパスワードを入力

しなければならなくて、旅行者にとっては非常に手間がかかるという課題があります。 

 現在、関西広域連合では、関西フリーＷｉ-Ｆｉというアプリの普及に取り組んで

おり、このアプリをダウンロードすれば各Ｗｉ-Ｆｉスポットごとのパスワード入力

が不用となりまして、一度パスワードを入力すればほかのスポットでも自動的に接続

されるというサービスが、今、展開されております。 

 この関西フリーＷｉ-Ｆｉの加入を府が中心になって進めておるんですけども、初

期指標等も発生するようですので、観光客からのニーズや普及状況も勘案して、必要

であれば加入についても検討してまいりたいと考えております。 

 以上をもちまして、竹内議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、私からは、ご質問の今後の国保運営に対する本町の取り組みついて、

数字的なこと、また取り組み状況などについて答弁申し上げます。 

 最初に、（１）の本町の医療費の推移は府内の平均と比べてどうかでございます。 

 医療費の指標としてよく使われます１人当たり医療費で比較しますと、京都府内の

市町村平均に対し本町の医療費は、平成２３年度以降の数字なんですが、平成２６年

度を除き八十数％から九十数％で推移しております。逆に、平成２６年度は約１０

８％でございました。 
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 １人当たり医療費の推移をグラフ化してみますと、府内市町村平均も本町も年々医

療費が増加している状況にあることが見てとれます。 

 次に、（２）の取り組むべき指標から特定健診受診率の目標と特定保健指導の実施

状況はについてでございます。 

 （２）から（５）のご質問についてはいずれも保険者努力支援制度の指標となるも

のでございます。 

 保険者努力支援制度におけます特定健診の受診率の指標としては、国が示す目標値

である６０％を達成しているか、全自治体の上位３割に当たる４５.２％を達成して

いるか、全自治体の上位５割に当たる３９.４％を達成しているか、平成２５年度の

実績と比較し受診率が３ポイント以上向上しているかと段階的に設定されています。 

 今、申し上げました指標につきましては、平成２８年度の前倒し実施分の指標でご

ざいます。その段階に応じて加点されるポイントが決まっております。 

 本町の受診率は平成２６年度に一旦落ち込んだものの、以後、上昇を続けておりま

す。上位３割とか上位５割の数値も年々上昇しているため、追いかける形とはなって

おりますが、その差をできるだけ少なくするべく健診の受診料を無料化したり、健診

期間を２カ月３カ月に延ばしたりと工夫を加えながら実施しております。今後も受診

していただきやすい環境づくりに努めてまいりたいと思います。 

 また、保健指導につきましては保健師サイドで実施していただいている状況で、２

０％前後で推移しております。 

 次に、（３）の個人のインセンティブ提供についての考えはでございますが、平成

２５年度から福祉課のほうで実施されています茶源郷健康ポイント事業の対象として

国保の特定健診も入れていただいています。今後も受診率向上のきっかけとなるよう

な保健事業として何ができるか、他市町村の事例も参考にしながら検討してまいりた

いと思います。 

 次に、（４）の糖尿病性腎症重症化予防の取り組みはでございます。 
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 糖尿病は重症化しますと医療費が高額になる傾向にある人工透析に結びつき、その

対策は医療費の適正化に欠かせません。 

 山城南保健所管内では、医師会、山城総合医療センター、市町村の国保や衛生部門、

そして保健所で組織する糖尿病重症化予防ワーキングが設置され、対策を実効性のあ

るものにするため、重症化予防プログラムの具体化を図っています。本町も国保担当

や保健師が参加し、また医師会の担当医師とヒアリングを行ったりして、どのように

取り組みを進めるかなど検討しているところでございます。 

 最後に、（５）のデータヘルスの分析はどのようにされているのかでございます。 

 本町では、平成２７年６月に第１期の和束町データヘルス計画を策定いたしました。

データヘルス計画は加入者の健康保持増進のためにＰＤＣＡサイクルに沿った効果的

な保健事業を実施することを目的としています。 

 医療費の分析は専門的な知識を要する部分もありますので、国保連合会のご協力を

得ているところでございます。その分析によりますと、入院ではがんなどの新生物、

脳梗塞などの循環器、関節症などの筋骨格で半数を占める傾向となっています。また、

入院外では新生物の比率は若干下がり、糖尿病などの内分泌の比率が大きくなる傾向

にあります。この第１期のデータヘルス計画は本年度が最終年度であり、国保連合会

の協力を得ながら、平成３０年度中に第２期を策定するべく京都府と協議しておりま

す。 

 こうした保険者努力支援制度の加点に対する取り組みが医療費の抑制適正化につな

がります。そして、それが保険料算定の根拠となる医療費反映指数に影響することで

保険料の上昇を抑えることにつながると考えているところでございます。 

 以上、竹内議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 
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 それでは、私からは、竹内議員の３．無料公衆無線ＬＡＮ、Ｗｉ-Ｆｉの整備につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 最初に、（３）災害時、避難所や防災拠点へのＷｉ-Ｆｉの整備計画はについてご

ざいますが、町長の答弁にありましたように、ＩＣＴインフラの中でも災害に強い公

衆無線ＬＡＮは、電話回線が利用できない場合でもスマートフォンなどからインター

ネットにアクセスしやすく、災害時でも効果的に情報を受発信できる通信手段である

ことから、避難所等への整備は非常に重要なものと認識しておるところでございます。 

 平成２８年４月の熊本地震の際には多くの方が長期の避難所生活を余儀なくされ、

避難住民にとっての最大の情報収集ツールはスマートフォンでした。ＳＮＳなどで災

害情報を収集したり、家族・知人と連絡をとり合ったりする上でインターネット接続

環境は必要不可欠であり、避難所のＷｉ-Ｆｉは大いにその力を発揮したと聞いてお

るところでございます。 

 本町におけます指定避難所は広域避難所を含め１０カ所でございますが、いずれも

公衆無線ＬＡＮは整備できておりません。国におきましても、平成２８年１２月に防

災等おけるＷｉ-Ｆｉ環境の整備計画を策定し、平成３２年までに全国で約３万カ所

の整備を進めるとしておりますので、本町におきましても計画的な整備を検討してま

いりたいと思っております。 

 続いて、（４）整備後は明示するステッカーやホームページなどの提示が必要では

のご質問ですが、当然、公衆無線ＬＡＮの整備が完了しても利用者への周知が図られ

ていなければ平時における観光関連情報の収集等の利用促進にはつながりませんので、

適切な表示やホームページでの周知が必要と考えております。まずは整備済みの４公

共施設から取り組んでまいりたいと思っております。 

 次に、（５）の町公式ホームページのスマートフォン対応によるリニューアルが必

要ではのご質問にお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、本町のホームページはパソコンでの閲覧を想定して作成して
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おり、スマートフォンには対応しておりませんので、スマートフォンでは閲覧しにく

い現状でございます。スマホはパソコンと比べて画面が小さいので、文字や画像が小

さく表示されて内容が見づらい。バナーボタンやリンクが小さく表示され、間隔も狭

いので、タップの操作がしづらい。通信速度が遅いのでページが表示されるまでの時

間がかかるなどの問題があると認識しております。これからのまちづくりを進めるに

当たり、町の情報発信は非常に重要な事項であり、ホームページのアクセス数増加を

図る上でも、スマートフォン対応にリニューアルする必要が生じてきていると思って

おりますので、今後検討を進めてまいりたいと思っておるところでございます。 

 以上、竹内議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 それでは、再質問させていただきます。 

 初めに、全てにわたりまして前向きな答弁ありがとうございます。 

 初めに、定住・移住空き家対策についてですが、この問題につきましては、五、六

年前からほかの議員も一生懸命質問いたしました。それでもなかなかテーマに上がっ

てこない、進めていただけないという現状がございまして、調査をやろうということ

で、平成２６年に空き家の調査をしていただきました。 

 そこで、はっきりと数字が１０８軒あるということがわかりまして、それからの再

調査、再調査、また区長さんとの懇談、そういった中で３０軒あるのが１６軒になっ

たり１１軒になったり、きょうの答弁では１０軒ありますよという、利用可能な１０

軒というふうに、ここまでに絞られてきたわけでございます。この１０軒をこれから

ｗｅｂで公開をしていこうという段階にまでやっと至ったというふうに思っておりま

す。 
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 それで、もう１点は、府の移住促進特区の指定ですが、前向きにこれからも要望し

ていくというふうには答弁いただきました。しかし、これにつきましては、京都府の

ホームページを見ておりますと、大きく含めた中での地区というふうな形の指定がさ

れております。宇治田原町におきましても、大きな単位での地区の指定をいただかれ

ております。南山城村にしても全体に指定をされておりますが、その中の一部分を見

ていきますと、何々地区と指定された中に区が幾つも入っているという、そういうよ

うな実態も京都府のホームページを見ておりますと感じます。ですから、本当に和束

町もこれから検討していくということではありますが、東和束地区、中和束地区、西

和束地区というような、そういう大きなくくりの中に区が入っていけば、もっと大き

な体制で全町が指定されるようになるんではないかというふうに思うんですけれども、

その辺の構想につきましてはどうでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 竹内議員からありましたように、特区指定というのが一つの区ごとではなくて、あ

る一定のまとまりを持った地区ごとに指定するということが府の方針としても示され

ております。和束の場合は、好ましいとされたのが旧村ごと、つまり西和束村、中和

束村、東和束村、湯船村という形で四つぐらいの特区指定で別々にやっていくのがい

いんではないかということを言われております。 

 ただですね、そういった特区指定になれば、一つの課題としまして推進体制をつく

らなければならないという課題も出てきまして、今、府のほうとも交渉しているんで

すけども、基本的には、１町に一つだけの特区というのはだめだという考えでして、

その例外的なもので笠置町が１町で一つの特区というふうになっているんですけども、

その例外は、笠置町以外つくらせないという方針が強く言われてますので、今、幸い
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にして湯船が先行してやってくれてますから、湯船で一つ、それから旧和束町といい

ますかね、さきに合併した三つのところで一つという形でやれば、そういった推進組

織というのも一つで済むという、言い方が悪いんですけども、そういう体制が集約で

きますので、そういう格好で和束には二つの特区という考えもあるのかなというふう

に思ってます。 

 ただ、当初言われたように、旧村ごとのというのは、一応それで動きたいと思うん

ですけども、まずは各区ごとの合意をとらないと前に進めないと思いますんで、そこ

は丁寧な説明をいたしまして、区の皆さんの理解を得たいというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 笠置町、南山城村は全地域に指定をされたということで、南山城村と和束町と比較

いたしますと何がどう違うのか。人口は和束町のほうが多いですけれども、面積的に

はどうなのかと。じゃあ、どこでどう縛りをかけていくのかという問題もあると思う

んですね。ですから、本当に支援をいただける特区に指定していただくということは、

これからの空き家対策なりを進めていく上で非常に大きな問題であると思いますので

ね、ぜひここは何とか検討いただきまして認定をいただけるような方向で進めていた

だきたいというふうに思います。これは要望しておきたいと思います。 

 それから、空き家でございますが、本当に空き家といいましても、すぐ使える空き

家、それから手を加えなければ使えない空き家、そういうランクがＡ、Ｂ、Ｃとか、

いろいろあると思うんです。 

 その中で先ほど町長も、３０年度は８１０万円の計上を一般会計でしていただきま

した。私も本当に和束町としてそういった基金制度はないのかというふうに条例を見
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てますと、農業に対してですが、農産業新技術開発銀行基金設置条例というのが既に

つくっておられまして、これは平成元年につくっておられます。これは新しい農業を

目指して、農業の新技術開発研究に意欲的な農業団体に資金の一部を貸し出しすると

いう目的の基金制度でございます。 

 もう１点、先ほども言いましたが、青年の新規就農、これは給付金ですけども、こ

ういった制度もございます。こういうふうな形の中で、こういう基金制度も必要では

ないかというふうに思うんです。 

 それで、町長、先ほども言われましたけれども、近い将来に犬打峠トンネルが開通

して、そしてリゾートホテルが建設される。また、子育てにつきましては、小中学校

の給食費、修学旅行費が無料になる。そしてまた、１８歳まで医療費が無料化になる。

これだけ整えば和束町に行きたいなという方もたくさん出てくると思うんです。和束

町はこれから注目されていく町になっていくと思います。そういった中での基金制度

というのは非常に大事な部分であると思います。 

 その辺、町長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今、竹内議員がご質問いただきましたように、空き家対策というのは、これは大き

な施策であるわけであります。非常におくれていたといいますか、空き家バンク制度

は確かにおくれました。といいますのは、空き家バンクをしていこうと思えばですね、

宅建の勉強とか、いろんな問題があるというのが一つのネックでありまして、そうい

うことで、今回、まずこの施策を空き家宅建協会と協定を結んで、そういったところ

のマッチングをきちっとやって、そういうことをしこうというのが先行いたしました。

そして、それをしていくことによって、今度は支援策、今お尋ねがあるように、支援

策が大事ですから、基金でいくか、補助制度でもってやっていくかと、こういうこと
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であります。 

 補助制度も先ほどありましたように、ですね、特区すると京都府の１８０万円とい

うのがついてくるわけなんですが、限度があるでわけで、その半分を特区でないとこ

も半分つけていこうやないかと。町単費でこういう考えを持っております。だから、

特区のとこと特区でないとこは、特区は倍の補助金を受けたけど、特区でないとこは

半分受けたということで、やることは同じです。 

 ただ、私どもは特区にしたいわけなんです。府のほうはですね、区ごとじゃないわ

けですから、せめて旧村単位でやってくださいねと、こういうことでありますから、

まず旧村単位でやろうということで、全町やるということで初めやりかけいこうとし

たんですが、湯船区のみの同意を得られたと。あとについては、区を回ったけど、難

しいということがあったもんですから、もう一度ここはきちっと説明して、ご理解い

ただいて、そして先ほど課長が答弁しておりますように、そういう制度を設け、全町

がいけるような形をとりたいなと、これは方向ですけども、こういう方向で目指して

ますので、これは何といっても住民のご理解をいただきたいというのがネックになっ

ております。だから、ここをこれからやっていくと。そういう中で、今、言いました

ように、基金とか、それから事業を進めやすい条件整備をしていくことも私は大事だ

と思っております。 

 今、竹内議員が言われますように、犬打峠トンネル化。そして、子育てもよそでな

い、いわゆる修学旅行と給食いうたら、京都府下で伊根町と和束町、東部だけしかな

いわけですから、それと１８歳まで医療費完全無料化と。これは高校生というんやな

しに、枠組みをとりました。年齢でいきました。こんなんというのは本当に一歩前進

しているわけですから。 

 これから住むところがあれば帰ってきてもらえるか、Ｉターン、Ｕターンもあるか

なと。Ｊターンもあると思うんですが、こういうことの条件整備をこれからきちっと

やっていくということで、私はこれは非常に大事な施策だと認識しておりまして、そ
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ういう方向で物事を進めてまいりたいと、このように思っておりますので、ご理解の

ほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 独自策の答弁をいただけなかったんですが、前にも質問いたしました。議員で研修

に行ってまいりました鳥取県の江府町でございます。面積は広いですが、人口は和束

町とよく似た感じのところでございました。 

 ここでは年間奨励金として２５０万円を３年間という形で、非常に大きな制度を設

けられておりました。これは住宅取得・修繕、それから地域活性化活動費、そういう

ものも含めて年間２５０万円。これは非常に大きいなというふうに思うんですけれど

も、府は１８０万円、町は９０万円というようなことで、今、言っていただきました。

こういうことも含めましてね、これからはやはり大きなそういった構想というものも

必要だと思うんです。 

 それと、もう１点は職員さんの体制です。 

 先ほども町長は前向きに検討するというふうに答弁いただきましたが、江府町では

移住・定住ワンストップ窓口というのをつくっておられまして、職員の１人が移住・

定住を担当する。１人が空き家を担当する。そして、この２人が全責任を持って進め

ていきますという、このお二人の方々は、庁舎に入られて６年目、７年目の職員さん

でありました。本当に印象深く残っております。そこまでやはり責任をきちっと持っ

て進めていきますよと、進めておりますと、そういうお話も聞かせていただきました。

その辺、町長、もう少し答弁願いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 はい、お答えさせていただきます。 

 先ほどから大事な施策だと答弁させていただきましたときに、今、お尋ねは、次は

推進体制の話が出ました。ワンストップ化という窓口と、こういうことであるわけな

んです。 

 今までからもこうした空き家というのは、調査は農村振興課でやっておりました。

そして、先ほどもありましたように、地域力のほうでも施策の検討もやっていたと。

二つの課にまたがってやるというのはどうだろうということと、一つはそれと同じよ

うな方向で一つの窓口と。そこで全て話が進むような方向というのは向いているわけ

なんですが、これも先ほども人的ないろんな面において、今後整備をできる限り、そ

ういう方向でも、すぐにはなかなかいかない体制の問題がありますが、そういう方向

でやってまいりたいというように思っております。 

 ただ、先ほども、一つの制度もですね、いろいろ今、前例をお示しいただいたです

が、私どもも先進事例というのも十分勉強させていただいて、和束町に合う方法で考

えていきたいと思っておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いします。  

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 では、次に、国保の運営でございますが、今回大きく市町村の役割が明確になりま

した。それで保険者、努力支援制度というのが創設されまして、それにも取り組んで

いただいているということでございます。 

 しかし、今回の大きな重症化予防の取り組みということが一つ大きな課題になって

おります。そこで、本町でのレセプトですが、これはどういった形で今現在されてい

るのか。 

 先ほど京都府のほうでしていただいているような、支援をいただいているというこ

ともございましたが、これからは非常に大事な部分になってくると思いますので、そ
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のことについて答弁願います。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 レセプトにつきましては、医療機関からまず国保連合会のほうに送られます。国保

連合会におきまして一時点検ということで医療機関から送られてきたレセプトを点検

いたします。点検後、市町村に請求という形で送られてきます。それが診療月の２カ

月後というのが通常でございます。 

 市町村におきまして、和束町国保の場合は、アルバイト職員ではございますが、レ

セプト点検員を雇用しておりますので、その点検によって二次点検をしております。 

 １人ですので、また時間の制約もあって十分なところではないんですが、毎年、京

都府の指導をいただきながらレセプト点検についての課題なり抽出しながら、そのな

かに点検員も入っていろいろ勉強しながらやっているというのが現状でございます。 

 また、３０年度におきましては、その二次点検も国保連合会のほうに委託する方向

で動いております。アルバイト職員につきましては、柔整分については、引き続き、

市町村で点検しないといけないんですが、国保の保険事業のほうにまず力を入れてい

かないといけませんので、そちらのほうにも当たっていただくという予定をしており

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 今回、レセプトはやっているということでございますので、３０年度について非常

に大事なところは、対象者の抽出をしていくと、こういうことが非常に大事だと思い

ます。かかりつけ医と連携した取り組みをしていていく。この辺がきちっとできてい
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るのか。 

 先ほどデータを言っていただきました。受診率につきましても、三十数％のそうい

うようなことでございますが、非常に延び悩んでおります。目標は６０でございます。

ここまでどうやっていくのか。１年では解消ができないとは思いますけれども、ここ

の数字をどう延ばしていくのかということが非常に大事な課題であると思います。  

 よそで取り組んでいらっしゃるのはね、やはり未受診の方にはがきを出したり、電

話による受診勧奨コール、リコールです。こういったところまできちっとやっていけ

るかどうかという問題でございます。受けなかったら受けなかったで、もうほっとく

というようなことではなくて、やはりきちっとコールリコールまでしていただくとい

う、そういう体制が今後非常に大事になってきます。 

 もう時間がありませんので答弁は要りませんが、やはりこういうところをしっかり

と今後取り組んでいただく。そうするためには、やはり行政と地元の医師会、そして

また保健師や看護師、この辺の体制が非常に大事になってまいります。課を超えての

ことでございますので、なかなかそこがスムーズにいかない。 

 町長に１点だけお聞きしたいんですが、１０年前、平成２０年にこの質問をいたし

ました。やはり保健師とそれから国保事業が一体になって取り組むべきではないかと

いうような質問をしました。和束町の住民の健康、そういうことを願うのであればで

すね、もっときめ細やかにやっていく必要があると思います。その辺、機構も含めて、

町長はどのようにお考えですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 これとは同じことで関連はすると思うんですが、いろんな施設、医療機関でもって

包括支援をしていこうとか、いろんな面で連携してやっていこうという動きはありま
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す。 

 ただ、先ほどレセプトをきちんとやって、こちらから呼びかけてやっていくという

のは人員の体制もありますので、そうしないとなかなか加点ももらえません。加点を

もらうことによって補助金がついてくると、こういうことでありますので、今後の方

向についてはですね、十分これらに向けても時代に流れでありますので、充実に向け

て取り組んでまいりたいと、このように思っておりますので、ご理解のほうをよろし

くお願いいたします。とにかく補助金をいただくようにいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 Ｗｉ-Ｆｉにつきましては前向きに設置をしていきたい。そして、また、国の予算

もとっていきたいというふうに答弁をしていただきましたので、期待をしたいと思い

ます。 

 それから、東部３町の未来づくりセンターにつきましても答弁をいただきました。

非常に進んだというふうに思っております。これからもしっかりと移住・定住・空き

家、そして企業の参入、そういったところをしっかりと取り組んでいただきますよう

要望いたしまして、質問を終わります。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、竹内きみ代議員の質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまから２時４０分まで休憩します。 

休憩（午後２時３０分～午後２時４０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 岡田泰正議員。 



― 65 ― 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、私から、過疎地域における人口減少時代のまちづくりについて一般質問

をさせていただきたいと思います。 

 地域の皆さんは、無論、近隣市町村からも今の和束町に対して熱いまなざしで注目

をされようとしております。犬打トンネルの着工、ワールドマスターズ２０２１関西

マウンテンバイクの開催地、星野リゾートとのパートナーシップと非常に話題性に富

んだニュースが我が町より日本全域に発信されております。これらのプロジェクト１

つ１つの実現に向けて懸命な努力中ではありますが、果たして前途がバラ色だろうか。

成功裏に導くためには大変なハードルを越えなければならない。国、京都府、近隣の

市町村の協力も不可欠だと考えております。犬打トンネルの完成に向けて今から大き

な汗をかかねばならない。町民と共に町の未来図を共有し、その目標、方針をはっき

り示す必要があると考えます。近隣市町村との地域の実態把握を行い、集落対策の方

針を示す。もちろん議員も一丸となってともに考えていきたいと思っていますが、そ

んなにゆっくりと構えている時間はないと思います。 

 そこで、豊かで実りある将来の姿を思い描くとき、トンネル化は本当に我が町の活

性化、起爆剤となるのか、しかとしようとしているのか、その決意が問われているこ

との認識と未来の和束の将来を左右するかもしれない最も大切な時期であります。政

治的な手腕が求められております。片や、ストロー現象が生じないかと、そういった

懸念も頭をかすめます。町長にその思いと決意をお伺いいたします。 

 人口減少はあと１０年、２０年ぐらいは減少の道をたどると予想されています。ま

た、少子化と高齢化率はますます高くなるでしょう。この和束に生まれ成人した若人

は何人の方がこの地で活躍して残っていただいているのでしょうか。１人でも多くの

人に地元に残っていただき、そういった施策、そういった目配りも必要なのではない

でしょうか。それでも、人口の減少はとまらないと思います。だから地元に残ってく

れた人と交流人口にも本腰を入れて、外部からの定住者、移住者の人にも加わってい
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ただいて、右肩下がりのトレンドを緩やかにする施策も必要と思います。 

 一方で、ライフスタイルや働き方の多様化が進み、従来の都市から地方志向に傾き

つつ、ソーシャルな価値を重視するトレンドが生まれつつ、若者を中心に田園回避が

起こっている明るい光も一方ではあります。即、定住・移住をふやそうとしても大変

無理があります。まずは観光で和束を知ってもらい、和束のファンをつくることより

始める。 

 平成３１年度には和束町において観光客を２０万人という大きなノルマを抱えて頑

張っておりますけれども、観光のみのまちおこしだけでは策がないと思います。この

観光と農業、基幹産業、お茶なんですけれども、農業とを結びつける。すなわち融合

であると思います。その上に新たな物づくり、新たな産業を起こすことが活性化する

ことだと思います。大胆かつ柔軟な発想が求められるのではないでしょうか。 

 住民に地域を愛する心と地域に新しい命を育むまち、そして産業を育てるステージ

を総合戦略の中に組み込まなければならないが、我が町には企業、働く場がほとんど

なく、多様な担い手の働く場の環境づくり、企業が農業に参入しやすい制度整備も必

要ではないか。農家から農家サラリーマンと位置づけされる農家の出現もおもしろい

と思います。町長のやる気の一端を聞かせていただきたいと思います。 

 次に、住みやすい田舎とは、移住を希望されてる人は一体田舎に何を求めているの

か、団塊世代ごとにその意向の把握調査をして、移住希望者のハートを射抜くことを

考え、その中で何が、どれが応えられるのか十分なヒアリングが求められていると思

います。 

 我が町は古くからお茶を生業とした歴史ある町であるが、過疎化が進み空き家も目

立ってきました。ゆえに土地の入手も安価で購入可能となってまいりました。これら

を逆手にとって、農地法第３条で定める下限面積について、農用地区域内農地と農用

地区域外農地に区分けをして、農用地区域外農地の下限面積のみ１アールに設定して

はいかがでしょうか。答弁をいただきたい思います。 
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 これらの結果、中間地域の我が町の遊休農地、耕作放棄地の解消の道が開けるかも

しれないと考えております。土地つき農家住宅をうたい文句に集う方法、また、その

中には米だけ栽培したい、そのように思っておられる方もいらっしゃるかもしれない。

そういったあらゆる希望に対処できる農地利用が今後可能になることを願いつつ。再

質問は自席にて行います。前向きなる答弁をよろしくお願いをいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいま岡田議員からいただきました過疎地域における人口減少時代のまちづくり

ということでお答えをさせていただきたいと思います。 

 最初に、（１）、（２）、（３）でありますが、犬打峠トンネル化開通に向けてま

ちづくりの将来ビジョン、それと、トンネル化は活性化の起爆剤となる得るか、スト

ロー現象を招かないための施策、戦略はと関連がいたしますので、まとめてお答えを

させていただきたいと思います。 

 まずは、犬打峠トンネルですが、正直なところ、これまで和束町の住民の強い願い

でありました。住民の多くの皆さん方がこのトンネルができれば非常に和束町は元気

になるのではないかと、夢というんですか、この実現に大いに期待されていると、こ

ういう観点でありますので、行政とすれば早くからこのトンネル化に向けて努力をし

てまいりました。当然、住民の皆様も立ち上がっておられる組織もあるわけでありま

す。そういうことで、我々はこれは一生懸命実現していくと。 

 その根拠となるトンネルができ上がれば、今までは木津信楽線１本であったわけな

んです。これが東西線とすれば、もう一つは南北線の道路ができるわけであります。 

 よく言われますのには、古くから地域づくりは道路がプラスにあると言われており

ますので、まさにプラスの道路状況ができ上がるわけであります。そして、京都と奈

良の大きな真ん中に位置づけられておる。そして、宇治茶の主産地、このことを考え
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ますと、このトンネル化についてはですね、産地とか地域の形成を図るにおいてもい

ろんな特徴づけが可能になります。そして、いろいろ生活圏においても、一方、木津

駅じゃなしに宇治駅へ行くこともできると、こういう状況にありますから、これは本

当に住民の強い願いでありました。そういうふうに私は位置づけておりまして、今、

私ども委員会でも答弁させていただきましたように、犬打峠のトンネル化を見据えた

今後のまちづくりをしていかなきゃならない。これは交通面、生活面、文化面、そう

いった面も含めて対応をしていかなければならないというふうに思っております。 

 そういう意味におきまして、このトンネルは住民も思ってはる活性化、起爆という

ふうに信じておられます。私もこれに取り組んできたのは、大いにまちづくりを元気

にしてもらえるものと、なるものと信じて今、取り組んでおります。また、そのよう

にしていかなければ私はならないと思っております。 

 そういうことで、先ほどとちょっとダブりましたですが、委員会等でもお話しさせ

ていただきましたように、このトンネル化を見据えたこれからのまちづくりをどう構

築していくかのほうが重要であります。当然、先ほど言いましたように、生活、文化、

いろんな産業、観光もそうなんですけど、教育もそうです。これは大きく変わると思

いますので、この辺のところの方向性をきちっと行政の中に位置づけていくと、これ

は私は大事だろうというように思っております。 

 当然、ストロー現象を招かない施策はそのところにあると思うんです。一にも二に

も出ていかないように、吸われないように、逆にこっちへ吸ってしまうような地域づ

くり、魅力を感じる施策が必要だと思います。吸われてしまっては何もならないわけ

でありまして、やっぱりこちらへ吸い返す、それぐらいなことをやろうと思えば、そ

れだけの魅力を感じる地域にしなきゃなりません。 

 ある有名な方が、いろんな方が和束へ目を向けていただいておりますので、その方

が言われることは、和束町の位置は京都と奈良の真ん中に位置しております。それも

直線上の中にあるんじゃなしに、少し離れて、三角形で結べる場所にある。これは理
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想的な地域だというのが１点ありました。 

 もう一つ言われるのは、私は関空というのは非常に遠いと思っておりましたが、関

空が非常に近いですねという話もされました。それとあわせて、新名神が通ります。

リニアも将来通ります。それと、第２名神ですね、高速道路も近くに通ります。こう

したことで和束町は大きな環境が変わると思いますので、まずストロー現象にならな

い地域づくりをやっていくというのが私は大事だと思っておりますが、逆に言います

と、先ほど言ったように、トンネル化を見据えたまちづくりはそれに向けてのまちづ

くりだというふうにご理解いただき、ともにこれは住民と協働していかなければなら

ないというように思っております。 

 今、岡田議員のご質問の中にありました住民との問題点の共有、そして一丸と取り

組まなきゃならないということですし、また、近隣の市町村とも協力して、こうした

ことをまずやっていかなきゃならない。まずは私はまちづくりとあわせて地域づくり

ということが大事であろうというふうに思っておりますので、当然そういった今、言

われるように、ハードルを越えて取り組んでいく必要があると私も理解をいたしてお

ります。そういうことで、こういうことが進んでいきますと、和束町の若い人には魅

力を持ってもらえると。 

 さらに、次の点では、観光と農業を結びつけるという質問がありました。これはミ

ックスし、融合した新産業ということであります。当然、今、国も新しい産業の創出

に向けて取り組んでおります。和束町のちょっとした過去を振り返りますと、アグリ

と農業とビジネスと一緒にしようと。アグリビジネスという方向を打ち出したことが

あります。それと、今、農業はアグリカルチャーですけども、そこへビジネスをつけ

てアグリビジネスという、これはつくった言葉であります。当然、そのときは農林省

もびっくりして、農林省の参事官も来て、そのアグリビジネスという言葉をいただい

ていいですかというような話があって、今はアグリビジネスというのは当たり前に流

れておりますが、あれも和束町が発信をさせていただいた。俗に言う俗語であります。
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農業というのはアグリカルチャーですけども、そこへビジネスと。 

 いわゆるその当時は６次化ということをやっておりますが、今、言われましたよう

に、こういうことで観光とも絡めて、新しい産業の創出はこれからの課題だと思って

おります。 

 これはいろんな産業をするときに材料がたくさんそろっております。今、正直なと

ころ、この間ですね、働き方改革の戦略の特区として、この特区が新潟市と愛知県、

そして京都府が入っております。その特区というのは、この宇治茶の産地で働き人が

減ってくると援農とか、そしていわゆる派遣ですね、いわゆる外国の人もそこへ援農

に、そして３年を超えない範囲だという限定枠でね、技術を持った人という限定もあ

ります。そうした人が働ける特区というのはこの京都府、日本で３カ所の中の京都府

は１カ所になっております。それも和束町を見据えて、今、特区を出ているところで

あります。 

 そうしたことも、これからいろいろ新しいそういう事業も生まれてくるだろうし、

これからの発想というのは、今までの発想では、今、言われたように法律が農振法で

いくとか、農地法でいったら農地の下限面積が云々とかいう話がありますが、そうい

うものをどちらかというと守ろうという形でありました。だから、農地を守る、農家

を守る。だから、この関係は農家を守るというのは、農地面積を持つことによって守

るという時代がありました。これは今現在もそうです。農地法がきちっとそこにあり

ます。こういう全体的な法律の流れから考えていきますと、農地を守ろうというのは、

新しい産業の創出があってこそ守れるかもわかりません。 

 今、言いましたように、農家に魅力を持ってもらうということで一つ進めておりま

すのは、ダブって恐縮ですけども、いわゆる農家民泊、農泊ですね、これを今、進め

ているところであります。 

 これも日常の生活の中に奥さん方が、よその若い高校生とか１泊してもらって、そ

して自分とこの畑の草引きとか野菜をとってもらう。また、農業、茶を刈ってもらう、
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運んでもらうと、こういう経験をさしてもらって帰ってもらって、１日から２泊のコ

ミュニケーションをとって思い出をつくる。このことに魅力を感じる新しい産業が生

まれるかわからない。 

 新しい産業の創出ということを考えたときに、体験交流センターに新規、和束町で

も起業ができる。また、和束町で何かやりたいと、あそこで事務所を提供しますから、

あの事業所でもって、共同事務所でもって、そうした人の事業者の場所というのが提

供できると思います。 

 そして、今まさに言われますように、そのことに合わせて、今、大事かというたら、

農山村の空間が私たちが生活していく上に非常に大事な場所だと。いわゆる教育も充

実する。健康にはいい。そして、生活も豊かで、生きがいがある。そして、いつまで

も高齢化やなしに、９０、１００歳までも、ひょっとしたら畑で働くことができる、

そういう地域がもし生まれるとなっては、まさに茶源郷であるというふうに思ってお

ります。そういうことを今後、住民と一緒になって考えていくことが大事だと思って

おります。 

 特に今、大事なことは、大きな制度が生まれたときには、今までの観念から、これ

は難しいやないかという話がさきに出てまいります。朝の話の景観条例もそうであり

ます。この景観条例というのは、和束町のすばらしい農村空間をいついつまでも残し

ていきたい。そのためにはどうしたらいいのかなというところの根拠にしてまいりた

いと思っております。 

 まさにそういうことを含めて、新しい事業の創出がなければ景観が守れないとする

ならば、新しいミックスした新しい農業もその手段であるというふうに思っておりま

す。 

 そういう意味から見ていきますと、今ご質問いただきましたように、まちづくりと

いうのは舞台でありますから、これをどう利用するか、ここの演出、この辺のところ

は我々に求められておりますし、そして、その方向を住民と一丸となって取り組んで
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いくことが大事だと。そういう一丸となって取り組めるようにやっていかなきゃなら

ないのも我々行政の責任であると思っております。 

 当然、これからも、今まで和束町にはない何々課ということを超えてやらなきゃな

らないことがありますが、それについては何々課やなしに茶源郷プロジェクトチーム

という副町長をトップにいろんな対応ができるようなチームをつくって、課を超えて

茶源郷プロジェクトチームを発足して取り組んでいこうと思っております。 

 当然、星野リゾートに関してですね、そういった受け皿のプロジェクトチームを関

係課でつくっております。こうして機敏に対応できるように、柔軟に対応できるよう

な体制を、今の組織条例ではできないところをそうしたところでフォローして考えて

いくと、こういう体制づくりも、今、考えているところであります。新しい産業の創

出もそういう話になってくるんじゃないかなと、このように思っております。 

 一にも二にも一丸となって住民ぐるみで取り組むことに、ぜひとも犬打峠のことに

よって大事なまちづくりが一歩でも二歩でも前進するように、これから皆さん方のご

協力をまさにいただきたいというふうに思って答弁とさせていただきたいと思います。 

 以上、私の考え方を述べさせていただきました。 

 あとにつきましては、担当課長から答弁させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 以上、岡田議員よりいただきました一般質問の答弁とさせていただきます。 

 ありがとうございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 私のほうからは、（４）の観光と茶業を融合した新しい産業についての考え方につ

いて答弁させていただきます。 

 これまで和束町では、茶つみ体験や茶畑景観の観光スポット化などを茶の生産地を
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前面に出した観光誘客に取り組んできたところでございます。 

 議員からご指摘のあった大胆な発想については、やはり行政の知恵では限界がある

ことから、茶業と観光を柱にしました地域経済経営事業の実施計画について、昨年１

２月に近畿経済産業局の同意をいただいたところでありまして、民間の活力を最大限

に生かして大胆な発想の事業が実施されることを町としても応援していきたいと考え

ております。 

 以上をもちまして、岡田泰正議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、私からは、ご質問の（５）学校卒業後、町内で２０代、３０代の定住

率はについてお答えいたします。 

 まず、定住率のとらえ方でございますが、３０代の一番年齢の高い方につきまして

は、平成５年度の和束中学校の卒業生に当たるのかなと思います。したがいまして、

平成５年度以降の和束中学校の卒業生の人数を分母とし、それに対応する生年月日の

方の住民登録数を分子としてパーセンテージを出しました。 

 年代ごとにも出しておるんですが、ご質問では２０代、３０代ということでござい

ますので、その大きなくくりの中でお答えさせていただきます。まず、３０歳代につ

きましては４７.０２％、２０歳代は５９.８１％でございます。 

 なお、この数字ですが、世帯内の続柄が夫また妻となっている方、恐らく結婚予定、

転入されたと思われる方も入っておりますので、この点、ご了承いただきたいと思い

ます。 

 以上、岡田議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 
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○農村振興課長（東本繁和君） 

 それでは、私からは、（６）番と（７）番について答弁させていただきます。 

 若干、地域力推進課長の地域経済牽引事業の関係とかぶるかわかりませんが、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 まず、（６）番の多様な担い手の働く場の環境づくりとしして、企業が農業参入し

やすい環境整備をつくるべきについてですが、昨年７月に企業立地の促進等による地

域における産業集積の形成及び活性化に関する法律の一部を改正する法律、いわゆる

企業立地促進法の改正が可決されまして、地域経済牽引事業の促進による地域の成長

発展の基盤強化に関する法律、いわゆる地域未来投資促進法が制定されました。  

 和束町では、この地域未来投資促進法に基づく地域経済牽引事業を促進するために、

和束町全域を区域とする基本計画を策定いたしまして、昨年１２月２２日に国の同意

を得ております。 

 和束町内でこの基本計画の事業承認の要件に沿った地域経済牽引事業を実施する企

業には、税の優遇や一定の支援措置を受けることができることとなっておりまして、

現在、和束町のホームページに掲載して、そういった企業を募集しているところでご

ざいます。 

 また、２月の末ごろでしたかね、一つの申請書が出てきているところでございます。 

 次に、（７）番、定住促進を進める方策の一つとして農業地区域内農地、農業地区

域外農地に区分して区域外の下限面積を１アールに設定する案について答弁させてい

ただきます。 

 和束町の農振農用地区域は、鷲峰山系の山地や南区から笠置に抜けたところの奥地、

それから湯船区と南山城村、伊賀市が接する部分の山地を除いてほとんどが区域内と

なっておりますので、区域内、区域外という区別は難しいかと思います。 

 下限面積とは、先ほど議員からありましたように、農地法第３条第２項第５号で農

地の権利を取得しようとする者がものが農地取得後に世帯が耕作する農地の最低面積
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を規定しているもので、都道府県では５０アールということで決まっております。  

 ただ、この最低面積は、農業委員会で別段面積として独自に定めることができてお

りまして、和束町農業委員会では４０アールを下限面積に定めていますが、この面積

は平成２１年の農地法改正前に京都府が規定した面積をそのまま準用した形で可決し

ていただいております。 

 和束町農業委員会では、茶畑を経営するには４０アールの面積は少ないですけども、

野菜等の栽培では十分な面積だとして、新規就農者が借地・購入するにはなかなか厳

しい面積だという話も出ております。また、移住・定住において宅地に附属しては小

さな面積の農地を売買できないことにより、移住・定住がかなわないといった事例も

過去にはあります。 

 平成３０年２月９日に和束町空き家バンク設置要綱を公布いたしまして、移住・定

住を推し進めていることとなりましたので、耕作放棄地等の防止を図る上でも、下限

面積の設定について和束町農業委員会に柔軟な対応をお願いしていくということと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 なお、答弁は簡潔明瞭にお願いしたいと思います。 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、再質問に移らせていただきたいと思います。 

 先ほど来、町長のほうから非常に危機感というよりもバラ色みたいな感覚で私のほ

うは答弁として受けとめさせていただいたわけなんですけれども、やはりいろんな答

えをいただいた中で一番重要になってくるのは、何をするにしたかて道路網の整備で

すね。そして、インフラの整備ではないかと私は考えております。 

 企業誘致、交流人口、そして観光客、住みよいまちという一つの根底にあるのはや
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はり道路網のしっかりとした整備が必要であろうと考えております。 

 府道５号線の東西線ですね、それから、去年から着工して力を入れている犬打峠の

東西線、これについてしっかりとした道づくり、そして、それに絡む、人間でいうた

ら動脈から静脈、静脈から毛細血管のほうにと、そういった広がりを持って道路整備

というものがこれから将来に向けてまちづくりの中では重要なことになってくるので

はなかろうかと、このように考えておりますけれども、その点についてお伺いさせて

いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 当然、基盤整備というのはまちづくりの基盤でありますので、基盤的な道路はそう

いう意味では大事だというように思っております。全て幹線からそれにつながる道と

いうのは、当然、和束町も道路計画を立てているわけであります。そういった方向で

道路計画を作成いたしておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、しっかりとこれから道路整備に期待をして、また、私もそれに向けて努

力をさせていただきたいと思っておりますので、積極的に資本を投じていただきます

ようにお願い申し上げたいと思います。 

 それからですね、犬打峠に着工させていただいて、現在は和束町で一番恩恵を受け

るわけなんですけども、町民の方も一番喜んでいるんですけども、当初はやはり１６

３につなぐんだと、一つの道路網をつくるんだというふうな形の中での発想で犬打峠

のトンネル化というものを私たちは各市町村の皆様方にお願いをして、署名をいただ
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いて、そして、その中で採択されて今の現状に至っているということを考えたときに、

和束町から府道１６３に向かうアクセス道路について、やはり今後考えていかなきゃ

ならない一つの問題であろうと思います。 

 これは和束町だけでなくてやはり府の方々、国とか、いろんな形でアプローチをか

けていかなきゃならないと思うんですけども、そういった構想について、それも地域

全体、広域的なまちづくりの中の一環として非常に重要な部分を占めていると思いま

すので、そういった絡みの中でのご答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいまご質問いただきましたように、この宇治木屋線というのは、１６３と３０

７を結んだ南北線であると。これは当然、長年の関係町村、今は関係市町村になりま

すが、宇治田原町、木津川市、和束町、笠置町、南山城村でも、行政、そしてそれぞ

れ議会の議長にも入っていただいて、そして促進協議会を整備し、毎年この整備に向

けて要望活動を続けて、これは間違いない全体的な道路整備というふうに位置づけて

おります。 

 まずをもって犬打峠のトンネル化ということで、今はまず第一歩として位置づけて、

今、取り組んでおります。これで終わりという理解はしてないわけであります。結ん

だこれからの道路整備、そのことによる地域づくりを考えていかなければならない、

このように思っております。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 犬打峠のトンネルが着手されたということについて、私たち和束町民は非常に喜ん

だ。そして、また、笠置の住民の方も南山城村の方も非常に喜んでくださっと、こう
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いうことを心に私、思っておりますので、ぜひともそのようなことに今後は気を使い

ながら、延伸という形の中でまちづくりを行っていっていただきたいなと思っており

ますので、お願いしたいと思います。 

 それからですね、次に、観光人口を和束町のほうでは２０万人とか２５万人とかい

う大きなハードルで目標を掲げている。大きな目標を立てるのは非常に結構だと思い

ます。それだけ努力をしていく前向きな姿勢があらわれていることだと思っておりま

す。 

 よくよく考えてみますとですね、観光人口と交流人口をなぜ和束町は分けないで、

観光客という一くくりにして公表しているのか、その点についてご答弁をお願いした

いと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 交流人口と観光入り込み客数の関係でございますけども、実際に観光入り込み客数

というのは地点ごと、これは町のほうで、府のほうとも相談しながら決めていくんで

すけども、そこに来られた人数の集計が観光入り込み客数というまさに交流している

人口と全く同意味の集計方法になっておりますので、我々としましては統計上は観光

入り込み客数で統計されるんですけども、交流人口として表現いたしております。  

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今の答弁で、私、一つ納得ができないんですけれどね、交流人口の中にはこういう

側面の解釈があるわけですね。交流人員の方には交流住居という区分けとその中に２
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地域居住という一つの分かれが、二くくりが一つになって交流人口というふうにとら

まえておるわけです。 

 交流居住というのは、都会に住む人たち都会と田舎の両方に滞在・居住する場所を

持ち、それぞれの場所を仕事や余暇、趣味などのために使い分け、交流を主たる目的

として都会と田舎を行き来するライフスタイルですね。何らかの交わりを持って、そ

のまま住みはしないんだけど、その可能性はあるんだけどというような一つのおつき

合いの形。観光客は来て観光して帰る。また、リピーターになる。よく似た性格では

あるんですけれど、将来に和束町に移住する可能性は交流人口のほうが高い、このよ

うにとらまえています。 

 さらにですね、その上には２地域居住というのがありますね。これのとらまえ方は、

都市住民が本人や家族のニーズ等に応じて多様なライフスタイルを実現するための手

段の一つとして、農山村の同一地域において中長期、これは大体３カ月程度ととらま

えているんですけども、「定期的、反復的に滞在すること等により、当該地域社会と

の一定の関係を持ち、都市の住居に加えた生活拠点を持つこと」、このように規定さ

れております。 

 ですから、観光客と交流人口は分けて考えるべきだと考えているんですけども、も

う一度答弁をお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほどの交流人口の２拠点居住に関してなんですけども、確かに厳格に言うと、内

容の定義づけというのが違うんですけども、今、観光入り込み客数のカウントの仕方

の１点としまして、援農の参加者というのもカウントしておりまして、我々で言う交

流人口として数値的に目標とか挙げているものは援農者の人数の集計でございます。 
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 ほかにも２拠点居住というのは、例えば、町外に住んでいる人がですね、実家が和

束町で、その子供世帯が町外に住んでいると。例えば、週末であったり定期的に農作

業をしにこちらに帰ってくるといったものも、一応、２拠点居住に当てはまるかなと

思うんですけども、さすがに観光ポイントというところでは集計をとるすべがあるん

ですけども、実家に帰るというのはなかなか集計をするすべがなくてですね、そうい

う厳密に分かれる交流人口というのを本当に統計のテクニック的なところでできない

というのが事実なんですけども、一応、統計上は交流人口というのは、今のところは

できないというのが現状なんですけども、正確な数値をはかるためにも、そういった

ことも今後検討が必要なのかなということは議員の指摘で感じておる次第でございま

す。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 はい、わかりました。 

 ですからですね、交流人口の方も来ておられるという認識が非常に私は大切だと思

います。 

 交流人口にはやはりいろんなサポートをしてあげなきゃならない面があるわけです

ね。地域の方に何回か往復して来られて滞在されるわけですから、こちらの受け入れ

側の住民がその方に対するサポート体制をどのようにしてあげるのかと、そういった

一つの心のおもてなしも必要だと思いますね。 

 そういった方に対して交通整備の、先ほども言いました、来ていただくにはバスの

運行の時間のこととかね、マイカーで来られるなら道路をスムーズに走れるように、

そういった道路網の整備、アクセスですね。それと、滞在されるわけですから、次に、

医療・介護、そういった体制の充実というものもやはり必要になってこようと。 
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 滞在をしていただくわけですから、交流人口の受け入れ施設をどうするのか、これ

は空き家対策とかいろんなことにも絡んでこようと思いますけれども、援農という形

で、今、和束のほうでは交流人口という形でとらまえておられるようですけども、そ

ういったことを一つの活性化ですか、やっておられるんですけども、町のほうでそう

いったたくさんの人を受けとめていく施設、そういったものが今後必要になってくる

と思いますので、そういうハードな施設が要るんだというようなことは観光の方と交

流人口の方と区別する。一くくりにするなら、そういう方々も和束の方には来ていた

だいているんだという認識を常に持っていっていただかないと困るんじゃなかろうか

と思っておるところでございます。そういうようなことでひとつお願いをしておきた

いと思っております。 

 それから、これはちょっと奇抜な形のまちづくりなんですけども、一応、魅力ある

まちづくりというのはどういう人たちが魅力あるまちづくりの和束だと思って来てい

ただけるのかと。その方に一番働きかけるポイントは何かというと、やはり子供の教

育なんです。教育がポイントになってきます。 

 そんな中で、群馬県の高崎市に全寮制の英語村という施設ができました。これも同

じように長野県に近い山間部の地区でして、全国で初めて英語施設の専門の学校がで

きたわけですね。そこには地元産の木材をふんだんに使った宿舎で、小中学生が１年

間、共同生活をする。費用は年間１００万円要るんですけどね、１年の定員は２０名

だったんですけども、８０数名の応募があったと。そこで高崎市の市長さんはですね、

先進的な国際協力に取り組むことで市の存在をアピールできる、このことが教育され

る両親の心に訴えた。そういったことで、教育を含めた総合力を高めて市の人口をふ

やしていこうという一つの施策があります。 

 だから、和束町においてもいろんな施策はあります。それもやはりよその地域が皆

様やっておられるものばかりですね。だから、地域に特色のあるものを考えなきゃな

らない。引き寄せる磁石みたいな強力なパワー、強力な何かをつくっていく必要があ
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ると思います。何かいいアイデアがあったらご紹介くださいませ。 

 今、これは一つの大きな思い切った施策です。これは総工費で４億円かかっており

ます。しかし、これが毎年毎年そのことによって、その方々が卒業したときに、私、

言いましたように、残っていただける。そして、そこで活躍していただける、これが

大きなポイントになろうかと思います。ここで卒業されたバイバイと言って出ていっ

ていただいたら何もなりませんけども、やはり地域で育っていただいた方は大事にし

て、和束町でも同じことです。 

 先ほど来、定住率は４７、５９％という数字をいただきました。これは非常に大き

な数字だと私は感激しております。だから、こういう人たちを和束につなぎとめてお

く一つの物語をつくっていかなきゃならないんだと。ただ、「来てください」、「来

てください」でなく、まず地元の方を大事にする。このことがこれから優先していっ

ていただきたいなと心から思っているんですけども、いかがでございましょう。  

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 魅力を感じる地域づくり、これは漠然としておりますが、魅力を感じていただく方

はどなたか。例えば、子育てで頑張っておられるということを対象にすれば、今、ご

質問にあったものだと。 

 今、和束町に入ってこられる方で、和束町へ行って茶業をやりたいという若者が入

ってきてくれています。これは茶業に魅力を感じてくれてます。 

 それと、もう一つ、私の知り合いとか、まちで勤めておって退職したから親元で野

菜をつくるんだと、今、頑張ってくれている。東京のほうで働いておりましたし、い

わゆる商社みたいなことをやってましたもんですから、いろんな国にも行ってました。

だから、営農発端の方だと。 

 その方が帰ってきて、私より一つ年が大きいですけども、ここでそういうものをや
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っていくということで、ここには魅力がある。その方には、いわゆる先ほど私も答弁

で答えさせていただきました。定年がなく働ける活動の場があるということだと思い

ます。 

 それと、もう一つは、都会で体を壊されたりとか、空気のいいところとか、四季を

感じるところとか、そういう方がありますので、そういう人たちのそれぞれの立場に

よって私は魅力は違うと思います。和束町の魅力は、その一つに限らんと思います。 

 そういう中で、先ほどちょっと申し上げましたけども、ここにはいろんな舞台があ

ります。いろんな人に、一応そろってますよと。宇治茶の主産地で農業も育っている。

林業も育ってます。今、鉄・ミネラルで野菜も考えようとしております。いろんな魅

力を今つくり出して創出している。これはまさに雇用促進協議会、これからも活動し

てもらうと思います。まさにそういう観点からやってもらっているんですね。 

 そして、いうなら英語もやったらですね、保育園からとか、ご存じのように、小学

校、中学校なんて英語がよその学校より密度が高く、外国の方を置いてますね。そう

いったものもしていただく方によったら、非常にそういうものがやっている。  

 そういうことを考えていくのは相手方があるのですが、そういう１つ１つの説明は

大変ですから、いわゆる農村空間、先ほど言いましたように、土地の立地も近いとこ

ろで非常に交流もできるところで、そして、そういうところに将来に拠点でもしたい

なというところにあるということを考えれば、それを住民と共有しなきゃならない。 

 １つ１つ説明するのは大変ですから、いわゆる理想郷。理想郷いうたら、皆様も桃

源郷はご存じですけども、桃源郷は桃ですからおもしろくないから茶源郷と、こうい

うことで茶源郷の意味を住民の皆さんと共有して、そしていいところは健康なまちで

あったり、教育のまちであったり、そして働けるまちであったり、一生涯働けた。空

気がよかったり、静かであったり、こういう地域づくりをみんなでやって、数値を示

せたらいいなと思っております。そういう意味で、今、いろいろと頑張っております

ので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 



― 84 ― 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それから、私、過疎化になってくるとですね、地域のコミュニティが非常に壊れて

きているように思います。 

 今現在、一生懸命やっていただいているのは、地域のコミュニティが一番大きいの

は老人クラブさんの一つのコミュニティ組織ですね。それから、消防とか、昔という

と失礼な言い方になりますけども、２０年、３０年前はいろんな小さな組織、何々研

究会であるとか、婦人会の組織もそうでしたね。共通の話題を持っている人たちが集

まっていろんな話をし、そこで時間を共有していろんな情報を耳に、それが一つの社

会、地域の潤滑油というんですかね、そういうような形になってきていたように思い

ます。それが地域、農山村の一つのいいところであったと、このように思っておりま

すけども、今はグローバルな世界になっちゃって、そういった組織が疎われて壊れて

きている。これは非常に私、寂しい思いをしております。そういった中で、やはり空

き家の増加としね、働き口がないとか、耕作農地が多くなったとか、あるいは商店・

スーパーの閉鎖が多くなったとか、ばらばらな地域になってきているように思ってお

ります。 

 そういったことを何か一つのまとめ方ができないのかなと思って調べてみると、総

務省がやっている集落支援員という制度があるわけですね。これはそういった壊れた

というと言い過ぎかもしれませんけども、そういった地域の事情に詳しい集落対策の

推進にノウハウや知見を持った人にまちから委託をしてですね、集落をまとめてくだ

さいよと、そういった組織があるわけなんですけども、これは地域協力隊の方にお願

いというよりも、今、申し上げましたように、集落対策の推進にノウハウを知見を有

した人ということになっていますから、ちょっとまた視点が違うのかなくと思ったり

しておるんですけども、こういった制度を取り入れて活性化にする方法もあるんだと
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いうことについて提案したいんですけども、こういうマンパワーの導入ということに

ついてどのようにお考えになっているんでしょう。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 確かに、今、ご質問いただきましたように、地域コミュニティというんですか、共

同的な地域づくりというのは非常に薄れてきている。これは和束だけやなしに、日本

社会において非常に大きな特徴だと思います。共同社会をつくっていくというのはこ

れからも大事なことであるということを私認識しております。 

 私たちの仕事の中でもコミュニティについても支援もあったり、そして今、近くで

はですね、まちづくりをみんなで頑張ってくれているところには補助金を出していこ

うと。みんなで一緒に協働されているところについてはというのは、とにかく共同作

業についての補助事業とか、いろんな支援策というのは設けているんですけども、そ

れも今、言われたような願いを持っているところであります。 

 今、総務省の支援員ですけど、これは一応新しい制度で、その後、地域おこし協力

隊とか生まれてきました。この地域おこし協力隊というのも、地域を元気にしていこ

うと。コミュニティも大きな大事な施策だと。そういうのを拡大やなしに、それは今

でも入っております。 

 和束町の地域おこし協力隊は三つの種類に分けました。いわゆる、今、まさに地域、

区に入って区の農作業をやってもらえないかとか、茶をやるとか、観光をやる、この

３人がいたんです。ところが、地域ということで湯船区に入ってもらったんですが、

その方は個人の事情で今やめられたと。観光のほうにいることで、茶産業に入ってき

たと言われた。これを地域に割ったらできるわけですから、いろんな形をとるんやな

しに、今のところでは地域おこし協力隊のメニューの中に地域支援を指定して、地域

支援は一つであろうというように思っております。 
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 この地域指定というのが難しいものですから、さっきの話ですけれども、広い単位

で、旧村単位でやったりしているわけでありまして、各論で少し難しいところがあり

ますが、総論では地域おこし協力隊をそのまま横滑りできる制度だと私は理解いたし

ております。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、次にですね、地域未来促進法に関する件で地域未来投資促進法という新

しい項目ができまして、今、和束町のほうもそれにのっとって事業を進めていこうと。

それは何が特徴なのかというと、やっぱり企業が来てまちを助けていただくという一

つの道ができたということは非常に大きなことだと思います。 

 農産物の生産コストの高い和束町においてはですね、やはり６次産業化を進める上

においても、経営のノウハウを確かなものを持った企業の農家参入というものが求め

られているように思っております。企業が参入することによってですね、若者の就農

という場所が提供される。 

 先ほども言いましたように、農家サラリーマンと私、言っていたんですけども、農

家とサラリーマンと融合した職業形態というふうな形で、そうすることによって農業

に新しい視線を投げかけていただける、また興味を持っていただける若人というもの

が大きく変化してくるんじゃなかろうかなと。だから、そういった人たちが地域に育

って、また地域で活躍して、定着して、頑張っていただけるんじゃないかと。スムー

ズに私たちが次の世バトンタッチできるんじゃなかろうかと、このように考えて提案

させていただいているわけなんですけども、今、和束町で１社、手を挙げておられる

ということの答弁がございました。 

 近隣市町村においては先進的にやっておられる地域があればご紹介いただきたいと



― 87 ― 

思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今ありました地域牽引事業の関係で国のほうの同意をいただいている。単発でいた

だいているのは和束町と木津川市だけです。 

 第１次のときは北部のほうで織機ですね、織物のほうの関係が不調だということで、

そちらとのほうにてこ入れしたいという形の中でやられているようでございますし、

今、山城南部につきましても広域的に広域振興局が中心となりまして、山城地域全域

で企業立地、企業誘致をせなあかんということで、この法律にのらないと優良企業も

しくは企業の誘致ができないというような状況もありますし、企業に有利に入ってい

ただくというところもございまして、山城区域南部でも今そういった取り組みでやっ

ておりますので、そういった形で進んでおります。 

 また、和束町につきましては、この要件、基本計画に沿いましては、和束茶の高級

茶を使った形の中での農林分野での開拓というんでしょうか、そうですね。 

 それから、生業の茶畑景観を利用していただいた企業の立地であったりとか、それ

からあと、スポーツということで、湯船区のほうでも頑張っていただいておりますけ

ど、そういったスポーツを振興するための企業という形も募集しております。  

 また、和束町の飲料品・産業関係ということで、そういったものもということで、

和束町の茶業の部分もしくは山林の部分等を利活用していただく中で、そういった企

業を募集しているということで、またホームページのほうに募集要件を挙げておりま

すので、この後、またごらんいただけたらというふうに思いますので、よろしくお願

いします。 

○議長（岡田 勇君） 
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 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、次に、最後の農振法のことについてお伺いをしておきたいと思っており

ます。 

 和束町においては、先ほどもご答弁いただきましたように、４０アール特区になっ

ていると。その中で農家つき住宅とか、ちょっとでも農に携われた人が非常に多くな

ってきて、健康志向の方が多くなってきている。 

 また、別に田んぼもやりたいと。自分のつくった米を食べたいと。１反でもいいや

と、そういう方もおられるわけですね。だから、それについては農薬を使わないで安

心安全に自分のギャップをつくりたいとおっしゃられる方もおられます。 

 だから、お茶畑については４０、５０アール、それは十分それでいけると思います。

その中でも田んぼについてもね、農家住宅で田んぼをつくりたいという方については

下限面積を１０アールぐらいにしていただいた。だから、１アールにする案と、その

中で田んぼは１０アールにするんだという案と提案をさせていただいてね、みずから

働いてみずから汗をかいて。 

 和束町はわかっているように非常に水もきれいだし、空気もきれいだし、そういっ

た関係の中で子育てもしていきたいとおっしゃられる方もおられるわけですから、そ

ういったいろんな方のニーズに応えれるような農地対策というものが私は求められて

いるんじゃないかと思ったりしています。それも時代の流れだと思うんですけども、

その点について一つご答弁だけお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 下限面積につきましては、あくまでも和束町農業委員会の決定がございます。でも、
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今おっしゃったように、移住・定住の関係につきましては、他町村でも１アールぐら

いでという形の中で認めているところがございますし、先ほど言いましたように、農

地法の改正のときにですね、４０アールという形で決めていたんですけど、その後、

やはり柔軟性を持たさなあかんなという議論は委員会でも出ておりますので、今おっ

しゃったように、茶畑、水田、移住という形の中で整理していただけるように農業委

員会のほうにも申し伝えたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今、農村課長から前向きな答弁をいただきました。農振法につきましては、あくま

でも町長の部会のほうの権限になってきますので、このお答えを十分重視していただ

きながら今後の農地行政につい前向きに、柔軟にですね、考えていっていただきたい

と、そのような要望をさせていただきながら、私の一般質問を終わらせていただきま

す。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、岡田泰正議員の質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまから３時５０分まで休憩します。 

休憩（午後３時４０分～午後３時５０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 岡本正意議員。 

○６番（岡本正意君） 

 皆さん、こんにちは。日本共産党の岡本正意です。ただいまから一般質問を行いま



― 90 ― 

す。 

 第１に、住民・地域の声や実態を把握し、生かす取り組みについて伺います。 

 本町では、少子化や高齢化、若い世代の流出などによる人口減少が続く中で、今後

のまちづくりや地域のあり方などがますます問われております。その一方で、懸案の

トンネルの事業化や観光の取り組みの展開など新たな動きも生まれる中で、今、改め

て住民の知恵と創意を結集するとともに、暮らしや地域の実態を踏まえたまちづくり

が必要と考えます。 

 その立場から２点提案をいたします。 

 １点目に、住民懇談会もしくは地域懇談会の毎年開催を改めて求めたいと思います。 

 ２点目に、観光振興の取り組みへの意識や、また、住民の生活や営業の実態をしっ

かりつかむ調査の実施を求めたいと思います。 

 以上について答弁願います。 

 第２に、公共交通の充実について伺います。 

 １点目に、コミュニティバスの早期具体化、実現についてでありますが、現在の検

討状況はどうなっているでしょうか。また、実現の具体的なめどはいかがでしょうか。

早期の実現へ検討を進めるべきと考えますが、答弁を求めます。 

 ２点目に、免許を返納した高齢者への支援充実を求めます。 

 交通事故等のリスク回避の趣旨は理解できるものの、和束では免許返納による生活

上のリスクが大きく、そのリスクをカバーするだけの支援がございません。今後の充

実について答弁を求めたいと思います。 

 第３に、住宅の整備・確保について伺います。 

 この間、定住を進めるためには、住む場所、住宅の確保が不可欠であることが明ら

かになってきたと思います。同時に、そのためには空き家の活用だけではなく町独自

に家賃などを設定できる一定数の町営住宅の整備がどうしても今後不可欠ではないか

と考えております。若い世代向けなど等の町営住宅の整備方針を持ち、早急に具体化
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をすべきではないでしょうか、明確な答弁を求めます。 

 第４に、上下水道事業に係る負担軽減について伺います。 

 １点目に、昨年明らかになった簡易水道料金の２５％もの大幅値上げ計画の白紙撤

回、再検討を改めて求めます。 

 この計画は、住民への説明や合意形成が全くないものであるとともに、暮らしへの

影響を全く考えていないもので、到底許されません。明確な答弁を求めます。 

 ２点目に、下水道への接続に係る負担軽減策の実施を改めて求めたいと思います。 

 この間、町におかれては、同和対策として実施されてきた水洗化補助を一般対策と

しても検討したい旨の答弁を行われておりますけれども、この方向性について答弁を

願います。 

 ３点目に、し尿くみとり料金の独自の軽減実施を求めたいと思います。 

 ３年前の値上げ分の補填は十分可能であり、改めて検討されることを要望いたしま

す。 

 以上、質問といたします。再質問をさせていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいま岡本議員からいただきましたご質問にお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 最初に、いわゆる地域の声や実態を把握し、生かす取り組みの強化を、こういうご

質問でございます。 

 これについては本当に私も大事であるというふうに思っておりますし、いわゆるま

ちづくりも住民と協働した取り組み、そして一丸となった取り組みが大事なときには

住民に十分ご説明をし、そして声を聞かせていただくと、こういう取り組みは前提と

して私も同感であります。 
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 ところが、和束町のこれまでの現実と問題とすれば、地元区へ寄せていただいて、

そして区長さんにお世話になりながら、そういった懇談会、説明会を持たせてきまし

た。 

 大事なときにはこちらから一方的にお願いして持ったのが、平成１３年度でいいま

すと第３次総合計画の説明をし、懇談会をさせていただきました。 

 平成２３年度にも、第４次のときにやらせていただきました。 

 ２８年度は、これは後期計画の基本計画ですね、昨年度ですけども、地方創生総合

戦略の説明とあわせて持たせていただきました。 

 そして、どうしても必要なときにはお願いをして持ってまいりましたけれども、日

ごろは地元でこうして続けて持っていく。長々と持つ場合は持ちやすいんですが、１

カ月、２カ月というのは時期によります。和束町はどうして難しいのかなと思います

のは、一つは、お茶の時期であり、農家がお茶にかかわっておられるとき、これを避

けなければならない、こういうことであります。 

 そういうときに避けられることはどうだろうかと。こちらから一方的にお願いする

ということではなかなか難しいのであれば、住民の皆さんから呼んでいただく。これ

は区でなかってもですね、３人のグループであったら行かせていただこうということ

で、実は茶源郷出前サロンということで、平成２５年度から実施させていただいてお

ります。 

 これは何件かあった程度というように思っておりますが、そう多くはないんですが、

フォローするというたら変ですけども、なかなか実現が難しいのであれば、希望して

いただくときに寄せていただこうと、こういうことであります。 

 しかし、岡本議員もご質問にありますように、まちづくりをしていく上においては

住民の声を十分反映させていかなきゃならない。朝からもありましたように、景観条

例一つとってもそうです。景観の計画、また、これからはいろんなまちづくりが大き

な転換期を迎えていく。こうしたときに、また、リゾート地としていろんな施設が和
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束町を考えていただいているとなれば、まさに住民を挙げて取り組まないといかない

問題であります。そういったときに住民の声を聞かせていただくというのが、話し合

いをして、また、説明もさせていただくというのは非常に重要だと思いますが、これ

はやはりまた区長さんとも十分調整し、そして、お願いできることはお願いして進め

ていくと、こういうことで臨んでまいりたいと思います。これは非常にご苦労をおか

けするわけですので、そういったところと協議をさせていただきたい。 

 もし、それでだめであれば、景観条例のように、希望していただいておるところに

寄せていただいて、また、話に来ていただいたも構わないというところへ寄せていた

だいておりますので、出前サロンと景観条例の説明会のような形で地元へ寄せていた

だきたいと思っております。 

 いずれにしても、こういった地元との協議というのは、私はまちづくりに大事であ

ろうというように認識いたしておりますので、今後とも地元区とも十分相談して進め

てまいりたいと、このように思います。 

 次に、観光の取り組みへの住民の意識、住民の生活や営業の実態等をつかむ調査の

実施をと、こういうことであります。 

 これに関しては、内容についてはまたいろいろあるんでしょうけども、以前からい

ろんな調査もやりながら、そして住民の声も聞かせていただいておるわけです。しか

し、今の景観条例とか、また、いろんな大きな内容については住民の声を十分聞かせ

ていただかないといけないということで、これは朝からの答弁にもありましたように、

特区の問題もそうでした。特区は住民の声を聞かずして、村単位でやってしまえたら

一方的にやれるんですが、やっぱり住民の声を聞こうとしたところに和束町が足踏み

してしまったと、こういう問題もあったのかなと。 

 聞かずしてやればやれておったんですけども、聞いてやると問題が生じる。この辺

のところが非常に難しいところもあるんですが、これはやっぱり住民に十分説明する

というのが前提だろと思っておりますので、こういう新しい観光の取り組みとか住民
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の意識はどうなんだろうかと。本当に景観条例のように、あったら農業を守れないと

誤解されるというところもあるんじゃなかろうかと。これが行政としては非常に心配

です。住民のためにならないと私はいかないと思います。住民の立場になったことで

やっていくというのが前提であるわけですから、当然、その辺のところの説明はして

いく必要があろうかと思っております。これも実施にしたって時期によりますし、そ

の機会であります。そして、手段で、相手方にお願いする場合は、区長さんと十分協

議していかなきゃならない、こういうことでやっていきたいと思います。 

 一方的にしたいというのは、今やっておりますように、町内の区全部は行けなかっ

ても、希望のところへ寄せてもらったらいいですね。そういうことをして押し寄せる

こともありますけども、そういうことをしながら進めてまいりたいと、このように思

っております。できる限り、全区を挙げて取り組めるというのが私は大事だ思ってお

りますので、今後ともこれについても一層そうした努力をさせていただきたいと、こ

のように思います。 

 続きまして、公共交通の充実を、その小さいコミュニティバスの早期具体化、実現

に対し答弁させていただきます。 

 これについてご案内のとおり、平成２９年３月に京都府、笠置町、南山城村と本町

とで策定したＪＲ関西本線沿線地域公共交通網形成計画は、平成２９年度から平成３

３年度までの５年間を計画期間とするということで、相楽東部３町村における鉄道線

や地域間幹線系統バスを機軸としたネットワークと区域内交通結接点を総合的に見直

し、２１世紀に持続可能な交通体系の再構築を目指すための地域公共交通の整備マス

タープランとして発足いたしました。 

 当計画におけるコミュニティバス関連の目標実現に向けた具体的施策では、高齢者

が安全に外出・移動できる交通手段の導入として、自宅からバス停まで移動できない

高齢者の気軽で安全な外出を支援するため、ドア・ツー・ドアに対応した移動手段と

して、タクシー車両等を用いたオンデマンド交通や低速な電動カート等の小型モビリ
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ティの導入を検討することを掲げております。 

 当該施策の実施期間については、計画上は平成３１年度から平成３３年度となって

おりますが、笠置町、南山城村、京都府と連携し、ＪＲ関西本線沿線地域公共交通活

性化協議会における協議を進め、計画実現に向け鋭意取り組んでいるところでござい

ますので、ご理解よろしくお願い申し上げます。 

 （２）の免許返納の高齢者への支援充実をについては、内容等も含めまして担当課

長から答弁をさせていただきます。 

 次に、住宅の整備、確保についてのご質問にお答えをさせていただきます。 

 本町といたしましては、現在、低所得者向け住宅の整備、高齢者向けのバリアフリ

ー化住宅の２種類の整備を行っています。 

 その他空き家を活用した定住者施策については、ここ数年、各種の取り組みを考案

しておりました。さきの竹内議員の質問にもお答えさせていただいたとおりでありま

す。 

 公営住宅整備、いわゆる定住者向け町営住宅を和束町が整備した場合、建設に国庫

補助事業等を活用することになり、法に基づいた家賃設定が義務づけされます。所得

に応じた家賃設定となり、需要と供給のバランスがとりづらくなることが想定され、

他の議員から過去にも何回かご質問いただきましたが、答弁としては、ＰＦＩと民間

活力などを活用する方向で模索していきたいということで答弁させていただいたとこ

ろであります。 

 次に、４．上下水道に係る負担軽減をについてお答えをさせていただきます。 

 同様のご質問を先ほど村山議員からもいただいて、先ほど答弁させていただいたこ

とと重複する点も多々ございますが、いずれの事業においても応分の受益者負担をい

ただきつつ、簡易水道・下水道特別会計の健全運営に努めたいと考えています。  

 先ほど再検討をというお話をいただきました。これはその後の会議の中でこれから

一応方向をお示しさせていただいて、担当課長が答弁させていただいたように、細か
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い数字までは、今、決めているところではありません。その計画を策定したときに上

げさせていただいている内容が、今、申し上げている数字だということで、先ほどこ

れも村山議員のときに担当課長のほうから答弁をさせていただいているとおりでござ

います。 

 また、し尿処理についてはですね、昭和４６年度から広域行政事務として取り組ん

でいるもので、稼働当時の社会基盤からは大きく変化しておりまして、特に相楽西部

地区での下水道整備の向上により、施設への投入量の激減に伴う設備の縮小・改良、

施設の老朽化に対する施設修繕費など、こちらも受益者負担金を持って運営している

事業であります。 

 今後も健全な運営を継続させるためにも、住民各位の理解を得ながら、激変しない

方向での料金改定を検討していきたいと考えておりますので、ご理解いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

 以上、岡本議員のご質問に答弁させていただきました。 

 よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 それでは、私からは、岡本議員の２．公共交通の充実を、（２）の免許返納の高齢

者への支援充実をのご質問にお答えいたします。 

 本町におきましては、平成２８年２月から、運転に不安を持つ高齢者の自主的な運

転免許証の返納を支援することにより、交通事故の抑制と路線バスの利用促進を図る

ことを目的とした和束町運転免許証自主返納支援事業を実施しておるところでござい

ます。この事業は、６５歳維持以上の高齢者の方が運転免許証を自主返納された場合、

奈良交通バスのＩＣカードを交付させていただくもので、現在まで１０名の方にご利

用いただいております。 
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 ＩＣカードは５,７００円分の利用が可能ですが、返納時１回限りの交付であるこ

とと運賃が高い遠距離の利用となると数回しか乗車できないことから、継続的なバス

利用促進につながっていないとのご指摘もございます。 

 運転免許証自主返納支援事業の主目的は、議員のご質問にありましたように、高齢

者の交通事故防止でございますが、幹線交通の維持を進める上でも一定の改善が必要

であるとの認識を持っておるところでございます。 

 ＪＲ関西本線加茂以東沿線地域公共交通網形成計画における施策の中にも、高齢ド

ライバーの運転免許証自主返納に係る施策の推進として、高齢ドライバーによる交通

事故防止を図るため免許証自主返納者に対する公共交通利用に係る経済的負担の軽減

策等を実施するとしていることから、利用可能金額の増額や１００円の均一料金で乗

車できるゴールドクラブ定期券の導入等を今後検討してまいりたいと思っておるとこ

ろでございます。 

 以上、岡本議員の一般質問の答弁とさせていただきます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、上下水道の関係質問についての答弁をさせていただき

ます。 

 ご質問いただきました概要につきましては、先ほど町長が答弁されたとおりでござ

います。 

 私のほうからは、現在の水道・下水道の国・府における流れのご説明とさせていた

だきます。 

 ここ数年、国・都道府県からの指導は、上下水道の民営化・広域化が検討されてい

ます。 
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 広域化では、本町においても７水源あった簡易水道施設統合事業により一元化、昨

年度末には全水源が湯船に完了しております。また、本年度の事業において一元管理

できるようにもなりました。役場庁舎において全配水池の状況が把握できるようにな

り、まずは広域的なメリットがあったものと判断しております。こういうところで事

業費の削減をさせていただいているということでございます。 

 また、広域行政のもと、水道資材の備蓄・共同購入も、現在、笠置町、南山城村の

東部３町でグランドラインということで検討に入っております。これによって水道資

材の大量の購入によるスケールメリットや水資材の貸し借りができて、スムーズに対

応できるようになることを願っております。 

 しかしながら、公共インフラの民営化の動きもあります。ＰＦＩ法の改正などを行

い、運営は民営化に、更新・修繕は自治体が行うといったことも検討されているとい

う情報も得ています。 

 本町の地理的条件から、上下水道とも広域化は困難であることは言うまでもありま

せんが、健全な事業運営がなされないと判断された場合、他方面に大きな影響を及ぼ

すことも想定され、このたびの経営戦略に立ったわけで、住民の理解を得ながら特別

会計の運営に努めてまいりたいと思っております。 

 何分、ご理解をいただきますようお願い申し上げ、担当課長の答弁とさせていただ

きます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、再質問させていただきますが、質問の中で参考資料について紹介させて

いただいてよろしいでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 はい、許可します。 
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○６番（岡本正意君） 

 それで、まず、１番の住民懇談会なり地域懇談会の開催について答弁いただいたわ

けですけども、いわゆる区長さんとの調整で開けるところから開いていきたいという

話がありましたけども、もちろん言われるように和束は和束なりの時期といいますか、

お茶の時期も含めて困難な時期はございます。それは今に始まったことではなくて、

以前からそうなわけで、それでも違う部分でいろんな形で毎年開催をされてきた歴史

もございます。そういう点では時期をちゃんと選べば十分可能じゃないかというふう

に思うんですね。 

 きょうの一般質問などで出ておりましたように、やはり観光であるとか、またトン

ネルの問題であるとか、さまざまな大きな流れというものが来ております。それだけ

に、今後、本当に皆さんの知恵と総意というものを結集してまちづくりを進めていく

というのが今までになく必要になってきているというように思うんです。 

 先ほど町長は、一丸となってとかね、いわゆる住民の皆さんの声を聞いてというこ

とは、それはそれで言われるんだけども、例えば、先ほど出てました星野リゾートの

問題にしても景観条例の問題にしても、やはりどれだけ住民の皆さんの声を聞いて、

また、合意のもとでそういったものがされたのかといえばですね、それはやはり大変

弱いと思うんですよね。 

 これはまた予算のときにも触れたいと思うんですけども、例えば景観条例の問題に

しても、勉強会をしてきたのはいわゆる景観指定があるとこだけという話でしたよね。

条例というのはね、そこだけ係るのかといったらね、全ての住民の皆さんにかかわっ

てくるわけですよね。農家の方だけが納得すれば、じゃあ、それでいいのかという問

題じゃないわけですよね。 

 だから、そういう点では質問にもあったようにね、本来、全ての地域で説明もし、

勉強会もしていくと呼びかけるべきであってね、そこだけやっとけばいいみたいな雰

囲気というものがあったと思うんですよね。これから見ても、やはりそういうこと自
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身が大変温度差というものを生み出していく大きい原因になっているというふうに思

うんです。 

 私は、観光とか、町が今、考えておることだけじゃなくてね、いろんなテーマで住

民の皆さんというのは思っているわけですから、町としては毎年地域へ出ていって声

を聞くという場を持っていくということをぜひ私はこの機会に定着させていただきた

いと思うんです。 

 その例として、以前も紹介したんですけども、いわゆる与謝野町は、いわゆる岩滝

町、加悦町、野田川という三つの町が合併してできた新しい町でしたけども、そこは

毎年全ての地域で懇談会を開いておられて、その結果とか内容も全てホームページで

報告もされているんですね。最近どうされているんだろうかと思ったら、今もちゃん

とされているわけです。 

 これはホームページからいただいたんですけども、これは今年度のいわゆる資料で

す、懇談会に出されたね。これは当初予算の概要ということで資料をつくられて、そ

れを懇談会でお配りになって説明をされているということなんですね。そこでいろい

ろと出された意見については、こういう町政懇談会の質疑応答集というものをつくっ

て、これを全て公開されています。 

 単に概要が書いてあるだけじゃなくて、どういう質問があったかとかというのを大

変細かくですね、どこの地域で、どの会場でこういう声があって、それに対して行政

がどう答えたかということも全て細かく丁寧に返されているんですね。 

 ことしは与謝野町のほうでは２４会場で延べ５２２名の皆さんが参加したというふ

うに報告をされておりました。大変多くの方が、いろいろ差はあると思うんですけど

も、参加をされていて、大変活発な意見交換がされているというように思うんです。

これはやはり毎年、町が地域に出向いていって、そういう声を聞こうという姿勢が定

着してきているあらわれだと思うんですね。ですから、やはりいろんな意見も出るし、

いろんなこともやっぱり議論されるということが与謝野町では行われているんじゃな
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いかというように思いました。そういう点でも、やはり住民の皆さんの中でそういう

議論が起こってですね、また、いろんな活発な意見が交わされていくということがす

ごく大事なときだと思いますので、そういう点では、ぜひ町としてはですね、もちろ

ん区長さんなどのご協力は要りますけども、ぜひ毎年開いていくということをスタン

スにして進めていただきたいと思うんですけど、もう一度その辺、町長、いかがです

か。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 先ほど答弁させていただきましたように、住民との話し合いというのは否定される

ものではありません。むしろ私も進めていくべきだというように思っておりますので、

だから、これも相手のある話でもありますので、努力をさせていただきたいというこ

とで答弁させていただきます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 そこはぜひ毎年ということについてこだわって具体化いただきたいと思いますので、

そこはまたどうされるかを見守りたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思う

んです。 

 それとあわせてですね、もう一つ提案があるんですけども、先ほどいわゆるいろん

な個別の課題についてとか、また、いろいろ希望される方について出前ということで

やってこられた。それでどれだけのことがされたのかということはあるとは思うんで

すけども、ぜひ私は、今後、直接、声を聞いてまちづくりに生かしていただくという

意味では、これは与謝野町のほうが、これは平成２４年度だけなんですけども、町政

懇談会の一つの子育てバージョンとしてですね、健やか子育てミーティングというの
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を開かれました。いわゆる子育てに取り組んでいる年代の方を対象にして、各地域、

また公民館ごとぐらいですけども、募集をされて行われました。 

 これもいろいろな意見がここに出されてまとめられておるんですけども、こういっ

たですね、やはり子育てに取り組んでおられる若い世代の皆さんの生のそういった声

なんかを直接聞くような、そういう場を一度持っていただけないかなというふうに思

うんです。ぜひ、和束町でもですね、今、町としてはこの予算にも反映されますけれ

ども、さまざまな意味で積極的な施策を思い切り取り組んでいただこうとされており

ます。そういったことは大変歓迎もされていますし、喜ばれていると思いますけども、

ただ、やはりそれだけに限らずですね、今後ここで住み続けていくという意味では大

変揺れておられる方もおられますし、どういう町にしていきたいかということをぜひ

こういう世代から聞いていただく機会を私は持ってはどうかと思うんです。 

 そこを一つ提案したいのと、もう一つは、高校生や大学生ですね。先ほど定住率と

いう話が出てましたけども、いわゆる中学生まではここの学校に行ってますからね、

基本的に、他地域に行かれる方もおられますけども、基本的に地域の学校で学ぶとい

うのが基本になっていますから、この地域におられます。だけども、高校とかに行き

ますと、やはりどうしても町外のほうに通学もいたしますし、町とのかかわりという

のは大変弱くなってくる面があります。ですけども、高校生や大学生になってきます

と、いろんな学んできたことの中で大変大人顔負けのまちづくりへの提言ができるよ

うな、そういう知恵や創意も持っているのがこの若い世代だと思うんですね。 

 特に、今、１８歳選挙権にもなりまして、大変政治的なそういう関心というものも

少しずつですけれども広がりつつあると思うんです。やはりそういった今後、和束町

のまちづくりにぜひかかわっていただきたい。そういう世代が高校生や大学生という

のはあると思うんですね。 

 もちろん進路によっては和束から出ていってしまうような方も多いとは思うんです

けども、やはりそういった方が自分の住んでいる、また生まれたそういう町のことに
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ついて関心を持っていただく。また、提案もしていくという場をぜひ町としても意識

的に持っていただいたらどうかなというふうに思うんですね。そういった子育ての世

代の方や、また、そういう若い世代の皆さんの意見を聞く場としてもぜひ検討いただ

きたいと思うんですけども、その辺いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 これも何回かお話の中でも私も答弁させていただいておるんですが、つくづく最近

のまちづくりを進めていく上においては、住民各層それぞれのグループなり、今の大

学生の若いグループ、また転入してくれた若いグループ、また高齢者のグループ、ま

た子育てのグループ、そういった声を聞いて行政に反映することは大事だいうのは当

然認識はいたしております。私もそういう機会があれば機会を設けて、そういうこと

ができるよう、これもやはりいつがどうかというわけにはなかなかいきませんが、こ

うしたことを努力していくことの大切さというのは認識しておりますので、ご理解の

ほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、一定具体的な話をさせてもらったんですけども、一般論にせずにぜひ検討いた

だいて、そういう場もつくっていただきたいと思いますので、そこはぜひ強く要望し

ておきたいというふうに思うんです。 

 それと、いわゆるいろんな意味での実態調査をしてはどうかという話をしましたけ

ども、特に今、観光施策についての取り組みというのは、ここ数年、いわゆる地方創

生であるとか、また、いろんなそういう観光行政というものが叫ばれる中でですね、
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一定のお金もついてくる中で急速に進めてきたという面もあると思うんです。  

 その中でいろいろな努力をされている面もあるんですけども、ただ、やはり実際に

今そこにかかわっておられるような職員の方もそうですし、また、ボランティアも含

めた住民の方もそうですけども、そこにすごく力を傾けていただきながらもですね、

いろんな意味で限界も含めて感じて、また実力以上の今の取り組みになっているんじ

ゃないかというね。もっと一歩一歩、歩みを進めていきながら前に進めていけるよう

な状況があればいいんじゃないかといった、そういった声も聞こえてくるわけなんで

すけども、そういったことでいろいろと進めてこられた中で、一歩立ちどまった中で、

先ほど景観条例の話もありましたけどもね、こういった取り組み自身について一度ち

ゃんとした形で意識調査を行うであるとかいうのが大変必要じゃないかと思うんです

ね。本当に今、和束の住民の皆さんが、今、町のやっていることをどう思っているの

かということを一定ちゃんとつかんでいくということが今後の取り組みを進めていく

上でも大変大事になってきますし、十分それは生かされるんじゃないかと思うんです

けども、その辺いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 まちづくりというのはこれで一服というのが正直なところないわけであります。 

 今、国のほうで国会のことしの予算が委員会を通りました。これでおくれず予算が

通過するだろうと。国会のルールがありますので、通過すると思っておりますが、そ

の大きな特徴は、骨太の方針が本年度で切れるということであります。そして、次の

中では、それにのっかった施策については非常に厳しい面を感じるんですが、しかし、

またいろんな施策ですね、そういったものも生まれてきている。常に行政の内容を見

ていても、新しい時代時代に対応していかなきゃならない。こういったことに対応し
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てまちづくりを進めていかなきゃならない。 

 京都府のほうもですね、いわゆるいろんな細かい施策を打っています。この東部で

したら東部未来づくりセンター、今まで考えられなかった４者共同でやっていく地域

づくり。今まではこんなことはなかったわけです。これはやっぱり時代の流れにある

のかなというように私は思っております。 

 そうしたことを受けて、その流れに沿って地域づくりもやっていかないと、私ども

がここでゆっくり一呼吸というのは大事だと思いますが、なかなかそうはでき得ない

というのが正直なところであります。 

 しかし、今、言われましたように、一歩一歩一生懸命やったとしたかて、まずはそ

れぞれ住民の皆さんが、どこをどうやってねんやわからないというのでは本当にこれ

は元も子もない話でありまして、大事なことを今の中での和束町のまちづくりをいか

に進めているかということを広報、または住民の皆さんにお知らせをしていくという

のが非常に大事だと思っております。 

 私はかねがねから内緒で仕事せんとオープンにして、そして住民の協力をいただこ

うということで、いろんな記者会見を通じてですね、そういう定例会とか報告の機会

というのを非常に大事にしてきました。そういう意味におきまして、これからも住民

の声とずれをつくらずしてですね、やっぱり住民にご理解いただいて、住民に支えら

れる地域づくりをまずしていかなければならないというように思っております。やは

りちょっと一服してもええやないかというは、甘えることなく、１つ１つ、そのとき

そのときを前進させていく地域づくりが、私はそれのほうが大事だと思っております

ので、ご理解のほうをよろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いわゆる一服云々ということではなくてですね、やはり一度ちゃんと冷静にといい
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ますかね、立ちどまった上でちゃんと総括もし、そして今後どうしていくのかという

ことを考えていくときだと私は思いますので、そこはぜひ検討いただきたいと思いま

すし、きょうは要望だけにとどめますけども、そういったことだけじゃなくて、本当

に今、全体の暮らしとしてはですね、先ほど一般質問の中で、今、住んでいる方の暮

らしをどうするかということにもっと真剣にならなきゃいけないというのは、私はそ

のとおりだと思うんですね。 

 実際、ことしの予算の関係でいいますと、国保や、また介護や後期高齢やという制

度改正が相次いで行われて、基本的に大変厳しい内容になっております。やはりこの

まちを支えている多くの高齢者の皆さんにとってみれば、本当に年金が削られる中で

厳しい状況が募っていくというですね、そういう年にもなっていると思うんです。で

すから、今の本当にここに住んでいる方の暮らしの実態や、また農家も含めた営業の

実態自身を町として、ある意味、観光とかにですね、これは悪く言えば、変に浮かれ

ずにですね、本当にちゃんと地に足をつけた行政をしていくという点では、そこにし

っかりと目を向けた行政をしていただきたいと。そのためには一度ちゃんと実態調査

のほうを私はしていただきたいと思いますので、そこはぜひ強く要望しておきたいと

いうふうに思います。 

 次に、コミュニティバスの件ですけども、はっきり言いまして、特別進んでいるよ

うな答弁ではないと思うんですけどもね、コミュニティバスの実施という方針という

かな、以前、懇話会がありまして、そこで一定の方向性は出されたというのがあった

と思うんですよ。町としてはそこが一つの出発点にもなって、いわゆるそこで言われ

たようなコミュニティバスの発着点になるような点では、今、観光案内所ができたん

じゃないかと思うんですけどね、それも含めて一定条件というものが整っていく中で

ですね、結局、これはどうなるのかと。今、どこまで検討されているのかというのを

総務課長のほうからもう少し詳しくちゃんと、どこまで今、検討されていて、例えば、

来年度でいえばどこまで進めようとしているのか。さっきオンデマンドがどうだとか、
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そういったことを言われましたけどね、それも含めて、どこまで３０年度で具体化し

ようとしているのか、その辺いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 いわゆるコミュニティバスの関係でございますけれども、町長から答弁させていた

だきましたように、今後の和束町の進める方針にいたしましては、ＪＲ関西本線加茂

以東沿線の地域交通網形成計画、これに基づいて進めていくということでございます。 

 今、議員ご質問がございましたように、過去の懇話会での提言がございました。そ

れも当然盛り込んでおるというところでございまして、その計画の中にもうたってお

るというところでございます。そういった中で、連携して取り組む施策と、あと、和

束町が中心となって取り組む施策という形に分かれるわけでございます。 

 平成２９年度、今年度でございますけれども、この計画に基づいて一定のコミュニ

ティバス的な施策につきましては、ご案内のとおり、相楽東部３町村の広域バスの運

行ということでございます。これにつきましては本格運行になったということで、一

定の計画が進捗したというところでございます。 

 この中で和束町の木屋地域におきましては、さきのタクシーの利用と今回の広域バ

スということで、一定の住民の方の生活の交通手段につきましては確保できたという

認識を持っておるところでございます。 

 あとは奈良交通のバスの幹線の沿線に係るコミュニティバスの運行でございます。

コミュニティバスにつきましては、さまざまな選択肢が想定されるわけでございます。

今、申し上げました東部３町村のような形のワンボックスによる定期運行、あと、同

じく木屋でやっておりますタクシーのオンデマンド、あと、今年度、本町が購入いた

します、当初は観光用でございますけれども、電動カート、それとあと考えられるの
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は保育園バス、あるいはスクールバス、こういったものの活用も想定されるというと

ころでございます。 

 ただ、それぞれ課題がございます。その課題の解決ができるかどうかという点も非

常に重要な点でございまして、和束町としてとり得る住民生活の利便性の向上につな

がる最適な交通手段をこれから検討していくということで、今、進めておるというと

ころでございまして、具体的にスケジュール感は、今、申し上げるという形にはなっ

ておらないというところではございますけれども、鋭意検討は進めておるというとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 確かに、南山城村から加茂駅につなぐそういった広域バスは走りましたけども、そ

れでもやはりそれは一部の木屋の地域だけしかかからないわけでですね、それが本当

に十分かどうかまた今後もありますけども、やはり以前から言ってますように、奈良

交通のバスを存続させるということが基本方針にあるならばですよ、そこにつなぐバ

スをどう確保するのかということはずっと前から必要だというふうにきたと思うんで

す。 

 今、いろいろと課長のほうから課題については話がありましたけども、それは以前

からずっと言っている話だと思うんです。やはり本当に今ですね、もちろん１００％

これでオーケーですというような案というのはなかなか出ないかもしれないけども、

一定、本当にこういう形でどうだろうかというところでの試走運転であるのも含めて

具体的に提示していただく中で、実際に走らせてみてどうなのかと、こういうような

実証運転も含めてやっていくという時期に来ていると思うんですね、ある意味、課題

というのははっきりしているわけですから。そういう点では、来年度、３０年度の中
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でも具体的なスケジュールを特に持っているわけじゃないというのは余りにもこれは

おくれ過ぎていると思うんです。 

 この問題というのは今に始まったことじゃなくて、町長が就任された当時からね、

いわゆるＪＲバスが撤退をして大きな問題になったときにですね、当時の総合計画の

中には、第１の柱としていわゆる新たな公共交通機関をつくるんだということが示さ

れたわけですね。それ以来ずっと進んでないわけです、はっきり言ったら。やはりで

すね、先ほどの高齢者のこともそうですけども、本当に今そこにもう少し具体的な検

討というものがもう少し見えてこないと、一体何を議論されているのかわからないと。 

 この間、いわゆる路線バス対策協議会も開かれてないと思うんですね。だから、そ

ういう点ではなかなか住民のところにもそういう話が行ってないという状況がありま

すし、せめてですね、３０年度の中で一定具体的な方針を示せるようにしていただき

たいと思うんですけども、その辺、課長、いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 当然、この計画に基づいて推進していくということで、実施時期につきましては、

先ほど申し上げましたように３１年度から３３年度という形でうたっておりますけれ

ども、それの実現に向けては、当然、早期に着手しなければならないという認識は持

っておるところでございます。 

 ただ、今、議員ご指摘もございましたように、過去からの課題であったと、懸案事

項であったということでございますけれども、なかなか本格的な導入の検討に当たり

ましては、やっぱり財政的な問題も多々ございました。 

 そういった中で、今回、公共交通網形成計画を策定したということは、京都府と、

あと、笠置町、南山城村と連携した形でこの計画を推進できるということで、一定、
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財政的な支援も国のほうからいただけるということの計画でもございますので、今後

はこの計画に基づいて進めてまいりたいと思っておるところでございます。 

 当然、来週には地域活性化協議会が開かれるわけでございまして、平成３０年度の

細かい事業計画等も審議する予定でございます。そういった中でこの計画にのってお

ります事業の進捗の検証等もあるわけでございまして、実現に向けて協議を進めてま

いりたいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 実現に向けて協議を進めていくということは言っていただいたと思うんですね。で

すけど、いわゆる来年度の１年間の中でどこまで持っていくかという話はないと思う

んです。これはここ数年で始まった話じゃありませんから、やはり緊迫感を持ってで

すね、一定の区切りを持って取り組んでいただきたいと思いますし、来年度のところ

で一定の方向性を出していただくことをぜひ強く要望しておきたいというふうに思い

ます。 

 次にですね、住宅の関係で１点だけ町長に確認をしておきたいんですけども、やは

り空き家だけでいわゆる全て住むところを確保しようというのは無理なんです、はっ

きり言って。実際にこの間の話でも、空き家はあっても使える空き家というのは本当

に限られているというのがあると思うんですよね。ですから、それはそれで進めつつ

も、やはり一定数の町として裁量のきく住宅をちゃんと今後計画的に整備していくと

いうことは私は必要だと思うんです。 

 だから、町長は、この前、総合計画の見直しのときに空き家を活用するっていうこ

とを住宅の確保の中心にされましたよね。空き家の活用は別に構いませんけどね、町

としてしっかり一定数の公営住宅を整備していくということを方針転換していくとい
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うかね、そういう方針をしっかり持つということをぜひ答弁いただきたいと思うんで

すけども、その辺、いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今までからの町営住宅につきましては、目的住宅につきましては、国の補助金等も

あるということで、この辺のところの事業の導入も取り組みやすかったということで

すが、必要なことだったという意味でやりました。目的じゃなく一般的な住宅になれ

ば、それなりの厳しい財源状況にもなるわけであります。そういうことを考えていき

ますと、私はこれよりもう一段、段階の前のＰＦＩを活用してやるほうがいいのかな

と、このように答弁をさせていただきました。 

 その前座として空き家対策がありますが、空き家対策で私も住宅というものは完璧

だというようには考えておりません。ＰＦＩで今どこの市町村もやろうとしているの

は、お隣の南山城村もそういった取り組みを今、考えておられるというように聞くん

ですけども、そういった住宅行政をまず第１に考えて進めていくべきかなと、このよ

うに思っているのが従来から答弁させていただいたところです。 

 状況も確かに住宅を町が独自で持ってやっていくというのも積極的な施策で、大事

かという認識はしておりますが、いろんな財政計画等においては、今のところ答弁さ

せていただいたのは、ＰＦＩ方式までだと、こういう方式で答弁させていただいてい

るところでございますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いずれにしても、空き家だけに頼らない町として一定数の住宅を確保していくとい

うことで、ぜひ検討を進めていただきたいと思いますので、ここは強く要望しておき
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たいというように思います。 

 残り時間で最後の部分に行きたいと思うんですけども、いわゆる簡易水道料金の値

上げについてはね、これから検討していくという話ですけどもね、ただ、やっぱり昨

年つくられた経営戦略の中に、はっきり２５％値上げというふうに書いているわけで

すよね。これ自身が大変、今、住民の皆さんの中で大きな驚きと怒りを生んでいるわ

けですよね。そういう点では、この２５％という数字そのものを取り下げてですね、

白紙からちゃんと見直すということがまず私はやっていただく必要があると思うんで

す。 

 まだ決まったわけじゃないとか言われるかもしれないけどもね、でも、実際、２

５％でという話に戦略がなっているわけですから、まず、この２５％というのをまず

さきに取り下げてですね、まずゼロベースでもう一回ちゃんと見直すということが必

要が思うんですけども、その辺いかがですか、町長。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 これにつきましては、見直しも含めた水道については計画というのを定めておりま

す。その計画のもとには、有収水量もあるんでしょうけども、その数字の流れ、いろ

んなものを見ながら考えていかなきゃならない。 

 といいますのは、１０年前でいいますと、この水道は何としても住民に一番大事な

ものであります。身近な問題として、安く抑えていきたいという、その本位を持ちま

す。その当時の言葉として、それはやっぱり最小限に抑えていきたい。将来のことを

考えて、今の中で抑えられるだけ抑えて、あとは見直しもいいやないかというような

話でありました。 

 先ほど村山議員もありますように、大体年間で２％前後の伸びが示しているわけで

あります。そういうことから考えますと、１０年後にはそれぐらいの数字というのを
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計画の中に入れさせていただいたと、こういうことであります。だから、その数字は

そういうことで、最小限から何とかしていきたいという中で、将来は水道はもたない

と。先ほども言いましたように、施設も一元化したり、老朽施設を直したり、そうい

うことがこれから必要になってくるから、最低ここは協力いただかなきゃならんとい

う数字を上げさせていただきました。 

 しかし、朝の答弁で課長もしてましたように、それありきじゃなしにですね、この

計画はそうですけども、何とかして実の数字を見定めて、そしてそのとおりになるの

か、それよりもっと大きくなるのか、やっぱりそういうことをもう一回きちっと見て、

今日的な料金設定というものを検討しますという答弁であったわけですので、そうい

うふうに私も理解しておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ２５％ありきじゃないんだったら取り下げたらいいと思うんですよ。それを決めて

しまったら、結局、それをベースに考えてしまうんですよ。これは実際には、住民も

全然知らない話で、全くそういう合意もないわけですからね、まずそこありきでない

というんだったら取り下げたらいいと思うんですね。そこはぜひやっていただきたい。 

 まず、私が担当課にやっていただきたいのは、いわゆる先ほどの質問の答弁でも、

今後こんだけお金がかかってとか、老朽化してと、そういう行政側の都合はわかりま

した、はっきり言って、そうでしょうと。だけど、実際に払うのは住民のほうですよ。

利用者のほうが、その２５％も仮に上げた場合にどういう暮らしへの影響や営業に影

響があるかということを真剣に検討したことがありますか。ないでしょう。 

 この前の９月のときにですね、いわゆる携帯電話より安いとかね、節約したらいい

んだとかね、そういうことを言われましたよね。言ったら、住民の生活のことを全く

考えずに自分の物差しだけでこれが安いとか、高いとかという話を課長はされたと思
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うんですよ。私はそれは絶対にあかんと思うんですね。 

 仮に２５％で払っていただくというんだったらね、それによってどういう影響が出

るかということぐらいはちゃんと試算もし、どういうケースがあるかとかも含めてち

ゃんと検討すべきやと思うんですよね。まず、それをやってから次どうするか考える

べきじゃないんですか。それをまずやっていただきたいと思うんです。どうですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今、岡本議員のお言葉でございますが、先ほど答弁させていただきましたとおり、

水道につきましては、現実、経営戦略の中に２５％という数字をのせさせていただい

ております。これは３９年までの１０年間をもっての２５％の考え方です。３９年ま

での１０年間で支払わなければならないものを全て含んでいる。 

 ただ、一番問題なのは、国の情勢の中で、これが民営稼働になりますと、もっと過

激な事象が起こってくることも考えられます。それが先ほど言われましたように、携

帯電話の場合ではございませんけども、ＮＴＴが民営化されたのと同じような状況に

なるわけでございます。その辺も含めて最低限の受益者負担をもらいながら、健全な

運営をすることが町にとっては特別会計として維持できる最大限だと考えております

ので、そのあたりにつきましてはご理解を願いたいということでお願いしたいと思い

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 全く質問に答えてないと思います。ちゃんとそういうことを想定した検討を私は絶

対にしていただきたいと。それも抜きにですよ、とにかく行政の都合だけでこんだけ

上げなあきませんねんということは絶対許されないと思いますので、ここはよろしく
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お願いしたいと思います。 

 もう時間がありませんので要望だけにしておきますけども、下水道の関係について

は答えがなかったと思うんですけどね、いわゆる空き家対策でも特区の関係とかでそ

ういうリフォーム云々の補助金がつきましたよね。でも、それは移住者だけですよね。

実際住んでいる方にこういったことがないというのは大変不公平だと思うんです。で

すので、やはり今ね、同対の事業も終わったというんだったらですね、一般対策とし

て下水道の接続の補助についてもぜひ検討いただきたいというふうに思いますし、そ

こは今、大変すべきことだと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。  

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、岡本正意議員の質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

 本日の会議は、議事進行上、会議時間を延長します。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後５時まで休憩します。 

休憩（午後４時５１分～午後５時００分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第６、議案第１号 平成３０年度和束町一般会計予算、議案第２号 平成３０

年度和束町湯船財産区特別会計予算、議案第３号 平成３０年度和束町国民健康保険

特別会計予算、議案第４号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計予算、議案第

５号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計予算、議案第６号 平成３０年度和束

町介護保険特別会計予算、議案第７号 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計

予算、以上７件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明と、施政方針を求めます。 

 堀町長。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 議案第１号から議案第７号の提案理由を申し上げます。 

 本日、平成３０年度一般会計予算を初めとする諸案件のご審議をお願いするに当た

り、提案理由にかえまして、平成３０年度の施政方針についてご説明を申し上げます。 

 昨年度は、「お茶の京都」事業により、京都府南部に位置する山城１２市町村の各

地域が会場となり、お茶の文化の情報発信、茶産業の振興を目的にさまざまな催しを

展開され、和束町も茶畑ビューイングや茶源郷まつりが成功裏に終えることができま

したのも、住民皆様のご協力の賜物と深く感謝申し上げる次第でございます。 

 さて、日本遺産の認定を受け、茶畑景観がメディアで取り上げられ、平成２８年度

の観光入り込み客数の対前年度伸び率では、府内第２位と、着実に増加しております。

また、田舎暮らしや自然との共生が見直され、体験型観光も増加しつつあります。 

 そうした中、本年１月３０日に、星野リゾートと京都府とパートナーシップ協定を

締結する運びとなり、さらに犬打峠トンネル化の完成も可視化でき、和束町の将来に

大きな期待が膨らむところでございます。この大きな転換期を迎えて、将来を見据え

たまちづくりを住民と協働しながら進めてまいりたく、和束町第４次総合計画後期基

本計画に沿って予算編成をいたしました。 

 平成３０年度当初予算の主な事業でございますが、第１に、少子化対策として、１

５歳までの医療費の無料化を１８歳までに拡充するとともに、子育て世帯の負担軽減

を図るため、小・中学校の給食費並びに修学旅行の無料化を開始します。また、生活

様式の変化に合わせた教育環境の改善を図るため、小・中学校のトイレの洋式化等、

相楽東部広域連合への負担金を計上しております。 

 第２に、住民生活の暮らしの安心・安全に向けては、町道拡幅改良事業や橋梁長寿

命化修繕事業のインフラ整備事業、西部配水管の布設替事業等のライフラインの整備

を進めます。 

 また、大規模災害に備えたマンホールトイレの設計業務や地域防災計画の見直し、
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初期消火活動に必要不可欠な防火水槽の設置工事を行います。 

 また、有害鳥獣対策や猿害被害の防止に向けて、追い払いの強化等、住民生活に密

着したまちづくりを進めてまいります。 

 第３に、移住・定住対策として、空き家改修助成事業の拡充と移住・定住パンフレ

ットの作成により、転入者の受け皿体制を強化いたします。 

 また、体験交流センターの２階を活用したサテライトオフィスを本格稼働し、地域

内外の方に、茶畑に囲まれた農村空間で仕事ができる場を提供することにより、多様

な働き方の推進や新たなビジネスの創出を図ってまいります。 

 第４に、交流人口の拡大に向けて、他市町村との広域連携を深め、茶畑景観を活用

した観光振興に取り組みます。また、住民皆さんのご協力を得ながら、修学旅行生の

受け入れやインバウンド観光を推進するとともに、地域内外の学生が交流できる拠点

づくり事業の実施や中学生を対象とした「茶（サ）ミット」を開催し、茶源郷和束の

魅力を発信し、訪れたくなるまち、そして、住んでみたいと感じてもらえるよう将来

への移住・定住へとつなげてまいります。 

 第５に、３年後に開催されるワールドマスターズゲームズの国際大会に向けて、マ

スターズクラス向けの大会実施と専門誌への掲載並びに啓発イベントを実施し、機運

の醸成を図ります。 

 第６に、農業振興として、グリンティ和束を「お茶の駅」に位置づけ、和束茶のブ

ランド力の発信と、茶に加えた第２の農業として、茶の成分を活用した「香り野菜」

の研究栽培を進め、高収益な農業の確立を目指します。 

 以上、少子化対策と暮らしの安心・安全に重点を置きながら、将来を見据えたまち

づくりを進めてまいります。 

 さらに、本町の重要な地域資源である茶畑景観を保全するため、景観条例の制定に

努めることといたします。 

 また、これまでのまちの歴史を振り返り、今後におけるまちづくりのいしずえとな



― 118 ― 

るよう、相楽東部広域連合におきまして、町史編さん事業を進めていただくこととし

ております。 

 そして、昨年１２月２２日に国の認定を受けた地域経済牽引事業に係る基本計画に

沿って、本格的に民間事業者が主体となったまちづくりがスタートする年度が開始し

いたします。茶業を軸にした観光産業による商工業の活性化、茶業の６次産業化等に

より、町内全域にわたる経済の好循環を目指し、行政もその体制を強化してまいる所

存でございます。 

 国が公表された平成３０年度地方財政計画では、地方交付税の総額については前年

度とほぼ同水準の規模を確保されているものの、地方財政を取り巻く環境は依然とし

て厳しい状況でありますが、引き続き健全財政に努めながら、限られた財源を有効活

用することとし、地方創生の折り返し年度として各種施策を推進することといたしま

す。 

 各会計予算は、一般会計３０億８,２００万円、湯船財産区特別会計５１５万円、

国民健康保険特別会計（事業勘定）６億６,２１０万円、（直営診療施設勘定）１億

５００万円、簡易水道事業特別会計２億８,８３０万円、下水道事業特別会計２億２,

２５０万円、介護保険特別会計（保険事業勘定）６億１,１３０万円、（サービス事

業勘定）８００万円、後期高齢者医療特別会計６,６００万円、平成３０年度予算総

額は５０億５,０３５万円となります。 

 どうか議員各位の一層のご協力とご鞭撻をお願い申し上げますとともに、平成３０

年度予算案並びに関係議案にご賛同賜りますよう切にお願い申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 お諮りします。 

 本予算の審議につきましては、議員全員の１０人の委員をもって構成する予算特別

委員会を設置して、これに付託の上、審査いたしたいと思います。 
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 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号から議案第７号までの平成３０年度和束町一般会計予算及

び平成３０年度和束町各特別会計予算の以上７件については、１０人の委員をもって

構成する予算特別委員会を設置して、これに付託の上、審査することに決定いたしま

した。 

 日程第７、同意第１号 副町長の選任についてを議題といたします。 

 奥田副町長の退席を命じます。 

（奥田副町長 退場） 

○議長（岡田 勇君） 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 同意第１号の提案理由を申し上げます。 

 平成３０年３月３１日付で任期満了となる和束町副町長に奥田 右氏を選任したい

ので、地方自治法第１６２条の規定により議会の同意を求めたく、提案させていただ

いた次第でございます。 

 ご審議の上、ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 同意第１号のご説明を申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いします。 

 同意第１号 

副町長の選任について 
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 和束町副町長に下記の者を選任したいから、地方自治法第１６２条の規定によって

議会の同意を求める。 

記 

    住  所   京都府相楽郡和束町大字別所小字中西２５番地の１ 

    氏  名   奥田 右 

    生年月日   昭和２９年２月３日 

                          平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ８ 日 提 出 

                          和 束 町   堀  忠 雄 

 裏面に参考資料といたしまして奥田 右氏の略歴書を添付させていただいておりま

す。お目通しいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 お諮りいたします。 

 本案は人事案件につき、質疑・討論を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 これより、採決いたします。 

 同意第１号 副町長の選任については、原案のとおり同意することに賛成の方は起

立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、同意第１号 副町長の選任については、原案のとおり同意することに

決定いたしました。 

（奥田副町長 入場） 

○議長（岡田 勇君） 
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 ただいまの副町長の選任については、原案のとおり同意されたことを奥田副町長に

告知いたします。 

 奥田副町長から挨拶の申し出がありますので、許可いたします。 

○副町長（奥田 右君） 

 失礼します。 

 大変お疲れのところ、議長のお許しをいただきまして貴重なお時間をいただきまし

てありがとうございます。 

 また、今回、私の人事案件につきましてご同意いただきましたことを厚く御礼申し

上げます。 

 さて、町長が昨年の４月に就任されました。そして、町長は、選挙公約ということ

で、一つは、犬打峠の開通に伴います新たなまちづくりの方針、それともう一つは、

お茶を主とした新たな広域的な産業を挙げられております。また、先ほど３０年度の

予算の関係で今後ご審議いただくわけなんですけれども、子育て世帯に優しいまちづ

くりを目指しておられます。また、防災関係でも今後強化していくという形をとって

おられます。 

 そういったことで、今後３０年度以降、大変重要な期間を迎えております。そうい

ったときに２期目を就任させていただくということで、私、大変気が引き締まる思い

を思っております。と同時に、今後とも若輩ですけれども、微力でございますけれど

も、全力を持って堀町長を支えていきたいと思いますので、皆さんのご協力を再びよ

ろしくお願いして、甚だ簡単ですけれども、ご挨拶にかえさせていただきます。  

 本当にありがとうございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 日程第８、請願第１号 建設従業者のアセスメント被害者の早期救済、解決を図る

よう国に働きかける意見書の提出を求める請願を議題とします。 

 お諮りします。 
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 請願第１号については、会議規則第９２条第２項の規定によって、委員会の付託を

省略したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、請願第１号については、委員会の付託を省略することに決定しました。 

 請願の説明を求めます。 

 紹介議員、岡田泰正議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、請願者にかわりまして、皆さんに事前に配付しております請願文書表を

読み上げまして説明にかえさせていただきたいと思います。 

平成３０年第１回和束町議会定例会 

請願文書表 

 受理番号１ 

 受理年月日  平成３０年２月１日 

 件   名  建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう国に働

きかける意見書の提出を求める請願 

 請願の要旨  アスベストを大量に使用したことによるアスベスト（石綿）被害は、

多くの労働者、国民に広がっています。現在でも建物の改修・解体に

伴いアスベストの飛散は起こり、労働者や住民に被害が広がる現在進

行形の公害です。日本ではアスベストの多くが建設資材などを通じて

建設現場で使用されてきたため、建設業従業者に最大の被害者が生ま

れていることが特徴です。国は石綿被害者救済法を成立させましたが、

極めて不十分なもので、成立後、一貫して抜本改正が求められていま

す。建設アスベスト被害者と遺族が生活できる救済の実施とアスベス

ト被害の拡大を根絶する対策を直ちにとって、アスベスト問題を早期
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に解決するため、国に対して意見書を提出いただけるよう請願いたし

ます。 

 請願者の住所及び氏名  京都府木津川市加茂町里南古田１２８－２ 

             全京都建築労働組合相楽支部支部長 徳山 政廣 

 紹介議員氏名  岡田 泰正 

 以上です。 

 よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 質疑はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 請願第１号 建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう国に働き

かける意見書の提出を求める請願を採択することに賛成の方は起立願います。  

 起立全員です。 

 したがって、請願第１号 建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図る

よう国に働きかける意見書の提出を求める請願は採択することに決定いたしました。  

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 なお、次回の本会議は、明日３月９日午前９時３０分から本議場で再開いたします
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ので、ご参集くださるよう通知いたします。 

 また、先ほど設置されました予算特別委員会は、来る３月１２日午前９時３０分か

ら本会議場で開会いたしますので、ご参集くださいますよう通知いたします。  

 本日はご苦労さまでした。 

午後５時２３分 散会 
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 上記議事録は、その内容を正確にして事実に相違なきことを証するため、地方自治

法第１２３条第２項の規定によって署名する。 
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